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国語科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

学習の中で，対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり問い直したりして，

言葉への自覚を高めること 

 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識及び技能  ②思考力･判断力･表現力  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 
 
 

社会生活に必要な国語につい

て，その特質を理解し適切に使

うことができるようにする。 

  社会生活における人との関わり

の中で伝え合う力を高め，思考

力や想像力を養う。 

  言葉がもつ価値を認識するととも

に，言語感覚を豊かにし，我が

国の言語文化に関わり，国語を

尊重してその能力の向上を図る

態度を養う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○社会生活に必要な国語につ

いて，その特質を理解し適切に

使っている。 

  ○「話すこと・聞くこと」，「書くこ

と」，「読むこと」の各領域におい

て，社会生活における人との関

わりの中で伝え合う力を高め，自

分の思いや考えを広げたり深め

たりしている。 

  ○言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを深めたり

しながら，言葉がもつ価値を認

識しようとしているとともに，言語

感覚を豊かにし，言葉を適切に

使おうとしている。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

定期・実力テスト 

小テスト・暗唱 

提出課題の完成度・記入内容 

  定期・実力テスト 

小テスト 

提出課題の完成度・記入内容 

  提出課題の完成度・記入内容 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 
 
 
 

タブレット 
副教材ワーク・プリント 
ノート（まとめ用） 

  タブレット 
副教材ワーク・プリント 
ノート（まとめ用） 

  教科書 
副教材ワーク・プリント 
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国語科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 

1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 

授業への準備（1） 

「朝のリレー」（3） 

「はじまりの風」（4） 

 4 
 

授業への準備（1） 

「見えないだけ」（3） 

「アイスプラネット」（4） 

 4 
 

授業への準備（１） 

「世界はうつくしいと」（１） 

「握手」（５） 

5 
 

「野原はうたう」（１） 

「ダイコンは大きな根？」（4） 

「ちょっと立ち止まって」（２） 

「情報を整理して説明しよう」（１） 

「文法 文の成分」（２） 

 5 
 

「枕草子」（4） 

書写①「行書点画の連続と調和」（2

） 

「熟語の構成」（2） 

「クマゼミ増加の原因を探る」（4） 

 5 
 

「説得力のある構成を考えよう」（２） 

「学びて時に之を習ふ」（４） 

「相手や場に応じた言葉遣い」（２） 

「作られた『物語」を超えて」（４） 

「熟語の読み方」（２） 

6 
 

「空の詩 三篇」（4） 

「比喩で広がる言葉の世界」（4） 

「情報収集の達人になろう」（１） 

「語彙を豊かに」（１） 

「様々な表現技法」（１） 

 6 
 

「短歌に親しむ」（4） 

「敬語」（4） 

「文法 動詞」（3） 

「言葉の力」（3） 

「類義語・対義語・多義語」（3） 

「メディアを比べよう」（4） 

 6 
 

「論理の展開を意識して書こう」（５） 

「俳句の可能性」（２） 

「俳句を味わう」（３） 

「言葉の釣り糸を垂らす」（２） 

「語彙を豊かに」（２） 

7 「古典の世界」（4） 

「いろは歌」（３） 

「読書を楽しむ」（２） 

 

 7 「思考の視覚化」（4） 

「読書を楽しむ」（3） 

「資料を示してプレゼンテーション」（

4） 

「翻訳作品を読み比べる」（4） 

 7 「実用的な文章を読もう」 （２） 

「報道文を比較して読もう」（２） 

「情報の信頼性」（１） 

「読書を楽しむ」（１） 

「『私の一冊』を探しにいこう」（１） 

9 「大人になれなかった弟たちに」（4） 

「星の花が降るころに」（4） 

「項目を立てて書こう」（１） 

「文法 単語・文節」（２） 

「漢字の音訓」（１） 

 9 「盆土産」（5） 

「字のない葉書」（5） 

「同じ訓・音を持つ言葉」（2） 

「表現を工夫して手紙や電子メール

を書く」（4） 

 9 「挨拶」（２） 

「故郷」（６） 

「論理の展開を整える」（３） 

「慣用句・ことわざ・故事成語」（２） 

「聞き上手になろう」（２） 

10 「言葉を持つ鳥シジュウカラ」（4） 

「根拠を明確にして書こう」（１） 

「大阿蘇」（３） 

「蓬莱の球の枝」（4） 

 

 10 文法（形容詞・形容動詞）（3） 

「モアイは語る」（5） 

「月夜の浜辺」（2） 

 10 「複数の意見を読んで、考えよう」（３

） 

「ないの違いがわからない」（２） 

「考えを効果的に伝えよう」（５） 

「初恋」（２） 

11 「今に生きる言葉」（4） 

「漢文を読む」（２） 

「不便の価値を見つめ直す」（4） 

「話題や展開を捉えて話し合おう」 

（１） 

 11 「平家物語」（5） 

書写②「行書と仮名の調和」（2） 

「徒然草」（5） 

「漢詩の風景」（4） 

 11 「古今和歌集」（２） 

「君待つと」（３） 

「夏草」（３） 

「つながる古典・古典名作選」（１） 

12 「研究の現場にようこそ」（２） 

「二十歳になった日」（4） 

文法（単語の分類）（3） 

 12 「君は最後の晩餐を知っているか」

（5） 

「文法助詞・助動詞」（4） 

「鑑賞文を書く」（4） 

「本の世界を広げよう」（3） 

 12 「それでも言葉を」（４） 

「話し合いを効果的に進めよう」（１） 

「漢字のまとめ」（１） 

「合意形成に向けて話し合おう」（４） 

「本は世界への扉」（１） 

1 「少年の日の思い出」（６） 

 

 1 「走れメロス」（6）  1 「温かいスープ」（２） 

「アラスカとの出会い」（２） 

「律儀な桜」（１） 

「わたしを束ねないで」（１） 

「三年間の歩みをふり返ろう」（５） 

2 「ぼくがここに」（４）  2 「構成や展開を工夫して書こう」（4）  2 「初日」（２） 

3 「1 年間の学びを振り返ろう」（２） 

 

 3 「鍵」（２）  3 「国語の力試し」（３） 
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社会科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

地理的分野…社会的事象を，位置や空間的な広がりに着目して捉え，地域の環境条件や地域間の結び付きなどの

地域という枠組みの中で，人間の営みと関連付けること 
歴史的分野…社会的事象を，時期，推移などに着目して捉え，類似や差違などを明確にし，事象同士を因果関係な

どで関連付けること 
公民的分野…社会的事象を，政治，法，経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え，よりよい社

会の構築に向けて，課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること 
 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 
 
 

我が国の国土と歴史，現代の政

治，経済，国際関係等に関して

理解するとともに，調査や諸資

料から様々な情報を効果的に

調べまとめる技能を身に付ける 

ようにする。 

  社会的事象の意味や意義，特

色や相互の関連を多面的・多角

的に考察したり，社会に見られる

課題の解決に向けて選択・判断

したりする力，思考・判断したこと

を説明したり，それらを基に議論

したりする力を養う。 

  社会的事象について，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体

的に解決しようとする態度を養う

とともに，多面的・多角的な考察

や深い理解を通して涵養される

我が国の国土や歴史に対する

愛情，国民主権を担う公民とし

て，自国を愛し，その平和と繁栄

を図ることや，他国や他国の文

化を尊重することの大切さにつ

いての自覚などを深める。 

 
評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○我が国の国土と歴史，現代の

政治，経済，国際関係等に関し

て理解しているとともに，調査や

諸資料から様々な情報を効果

的に調べまとめている。 

  ○社会的事象の意味や意義，

特色や相互の関連を多面的・多

角的に考察したり，社会に見ら

れる課題の解決に向けて選択・

判断したり，思考・判断したことを

説明したり，それらを基に議論し

たりしている。 

 

  ○社会的事象について，国家及

び社会の担い手として，よりよい

社会の実現を視野に課題を主

体的に解決しようとしている。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

・定期テスト、実力テスト 

・授業内課題 

・授業プリント 

  ・定期テスト、実力テスト 

・授業内課題 

・授業プリント 

  ・課題への書き込み 

・ノートの内容 

・課題に取り組む姿勢 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 
 
 
 

・教科書・地図帳・資料集 
・ノート 
・ワーク 
・クロームブック 

  ・教科書・地図帳・資料集 
・ノート 
・ワーク 
・クロームブック 

  ・教科書・資料集 
・ノート 
・ワーク 
・クロームブック 
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社会科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 

1 年生  2 年生  3 年生  
4 
 ＜地理分野＞（12） 

第１部 世界と日本の地域構成 

・世界の姿（6） 

・日本の姿（6） 

 4 
 ＜地理分野＞（20） 

第3部 日本のさまざまな地域 

第1章 身近な地域の調査（３） 

第2章 日本の地域的特色（17） 

 

 4 
 〈歴史分野〉 

第５節 帝国主義と日本④ 

第６節 アジアの強国の光と影② 

第１節 第一次大戦と民族独立④ 

第２節 高まるデモクラシー③ 
5 
 ＜歴史分野＞（24） 

第１部 歴史のとらえ方（2） 

第２部 歴史の大きな流れ 

第 1 章 古代国家の成立と東アジア 

・人類の登場から文明の発生へ（6） 

 5 
 第2章 日本の地域的特色 

＜歴史分野＞（16） 

第３章 武家政権の展開と世界の動き 

・大航海によって結び付く世界（5） 

 5 
 ＜歴史分野＞ 

第３節 戦争に向かう世論④ 

第４節 第二次世界大戦の惨禍④ 

第１節 敗戦から立ち直る日本③ 

6 
 ・東アジアの中の倭（6） 

・中国にならった国家づくり（6） 

 6 
 ・戦乱から全国統一へ（5） 

・武士による全国支配の完成（6） 

 6 
 ＜歴史分野・公民分野＞ 

第２節 世界の多極化と日本の成長⑤ 

第３節 これからの日本と世界③ 

第１節 現代社会の特色③ 

第２節 現代社会の文化④ 
7 ・展開する天皇・貴族の政治（4） 

 

 7 ・武士による全国支配の完成  7 １編２章 現代社会の見方考え方③ 

２編１節 政治と日本国憲法④ 

２編２節 憲法と基本的人権⑩ 
9 ＜地理分野＞（45） 

第２部 世界のさまざまな地域 

第1章 人々の生活と環境（9） 

第2章 世界の諸地域 

・アジア州（10） 

 9 ＜地理分野＞（45） 

第3章 日本の諸地域 

・九州地方（6） 

・中国・四国地方（6） 

 

 9 ２編３節 日本の平和主義② 

２編１節 民主政治と政治参加④ 

２編２節 国の政治のしくみ⑧ 

２編３節 暮らしを支える地方自治④ 

10 ・アジア州 

・ヨーロッパ州（10） 

 10 ・近畿地方（6） 

・中部地方（6） 

 10 ３編１節 経済のしくみと消費生活⑤ 

３編２節 生産の場としての企業⑧ 

３編３節 金融のしくみ③ 
11 ・ヨーロッパ州 

・アフリカ州（6） 

 11 ・関東地方（6） 

・東北地方（6） 

 11 ３編２章 国民生活と政府の役割⑤ 

４編１節 国家と国際社会⑥ 

４編２節 国際社会の課題⑥ 
12 ・北アメリカ州（10）  12 ・北海道地方（6） 

・地域の在り方（３） 

 12 ＜公民分野,地理分野の復習＞(１２) 

４編２章 私たちの課題 

地理分野の復習 

1 ＜地理分野＞（12） 

・南アメリカ州（6） 

・オセアニア州（6） 

 

 1 ＜歴史分野＞（24） 

・天下泰平の世の中（4） 

・社会の変化と幕府の対策（3） 

第 4 章 近代国家の歩みと社会 

・欧米諸国における近代（3） 

 1 ＜歴史分野の復習＞(１２) 

歴史分野の復習 

 

 

2 
＜歴史分野＞（12） 

第3部 武家政権の展開と東アジア 

・武士の世の始まり（4） 

・武家政権の内と外（4） 

 2 ・開国と幕府の終わり（4） 

・明治政府による近代化（3） 

・近代国家への歩み（4） 

 2 ＜３年間の復習＞(１６) 

歴史分野の復習 

公民分野の復習 

3 
・人々の結びつきが強まる社会

（4） 

 3 ・アジアの強国の光と影（３）  3 ＜３年間の復習＞(１) 

公民分野の復習 
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数学科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えること 
 

数学的活動を通して、数量や図形などに関する原理、原則に理解を深め、数学的な表現や処理の仕方を習得し、事

象を数理的に考察し、表現する能力を高めるとともに、数学的活動の楽しさや数学の良さを実感し、それらを活用して

考えたり判断したりしようとする態度を育てる。 
 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 
 
 

数量や図形などについての基礎

的な概念や原理・法則などを理

解するとともに，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，数学

的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 

  数学を活用して事象を論理的に

考察する力，数量や図形などの

性質を見いだし統合的・発展的

に考察する力，数学的な表現を

用いて事象を簡潔・明瞭・的確

に表現する力を養う。 

  数学的活動の楽しさや数学のよ

さを実感して粘り強く考え，数学

を生活や学習に生かそうとする

態度，問題解決の過程を振り返

って評価・改善しようとする態度

を養う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○数量や図形などについての基

礎的な概念や原理・法則などを

理解している。 

 

○事象を数学化したり，数学的

に解釈したり，数学的に表現・処

理したりする技能を身に付けてい

る。 

  ○数学を活用して事象を論理的

に考察する力，数量や図形など

の性質を見いだし統合的・発展

的に考察する力，数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的

確に表現する力を身に付けてい

る。 

  ○数学的活動の楽しさや数学の

よさを実感して粘り強く考え，数

学を生活や学習に生かそうとし

たり，問題解決の過程を振り返っ

て評価・改善しようとしたりしてい

る。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

・定期テスト 

・実力テスト 

・小テスト 

・レポート課題への記入内容 

  ・定期テスト 

・実力テスト 

・小テスト 

・レポート課題への記入内容 

  ・ノートの内容 

・ワークの内容 

・レポート課題への記入内容 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 
 
 
 

・教科書 
・ファイル 
・ノート 
・ワーク 
・定規 
・コンパス 

  ・教科書 
・ノート 
・ワーク 
・定規 
・コンパス 

  ・教科書 
・ノート 
・ワーク 
・定規 
・コンパス 
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数学科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 

1 年生  2 年生  3 年生 

4 

 

0 章 算数から数学へ（4） 

・整数の性質（4） 

 4 

 

１章 式の計算（15） 

・式の計算(8) 

 4 

 

1 章 多項式（19） 

・多項式の計算(8) 

5 

 

1 章 正負の数（25） 

・正負の数(4) 

・加法と減法(8) 

・乗法と除法(10) 

 5 

 

・文字式の利用(6) 

・章末問題(1) 

 5 

 

・因数分解(6) 

・式の計算の利用(4) 

・章末問題(1) 

 

6 

 

・正負の数の利用(2) 

・章末問題(1) 

2 章 文字と式(18) 

・文字を使った式(8) 

 6 

 

2 章 連立方程式（12） 

・連立方程式とその解き方(7) 

・連立方程式の利用(4) 

・章末問題(1) 

 6 

 

2 章 平方根（16） 

・平方根(6) 

・根号をふくむ式の計算(8) 

・平方根の利用(1) 

・章末問題(1) 

7 ・文字式の計算(6) 

・文字式の利用(3) 

・章末問題(1) 

 7 3 章 1 次関数（19） 

・1 次関数(2) 

・1 次関数の性質と調べ方(8) 

 7 3 章 2 次方程式（15） 

・2 次方程式とその解き方

(10) 

9 3 章 方程式(14) 

・方程式とその解き方(7) 

・1 次方程式の利用(6) 

・章末問題(1) 

 9 ・2 元 1 次方程式と 1 次関数(4) 

・1 次関数の利用(4) 

・章末問題(1) 

 9 ・2 次方程式の利用(4) 

・章末問題(1) 

4 章 関数 y=ax²（17） 

・関数 y=ax²(3) 

・関数 y=ax² の性質と調べ方(8) 

10 4 章 比例と反比例(22) 

・関数と比例・反比例(5) 

・比例の性質と調べ方(7) 

・反比例の性質と調べ方(6) 

 10 4 章 平行と合同（15） 

・説明のしくみ(3) 

・平行線と角(5) 

・合同な図形(6) 

・章末問題(1) 

 10 ・いろいろな関数の利用(5) 

・章末問題(1) 

5 章 相似な図形（23） 

・相似な図形(9) 

 

11 ・比例と反比例の利用(3) 

・章末問題(1) 

5 章 平面図形(17) 

・図形の移動(6) 

 11 5 章 三角形と四角形（21） 

・三角形(8) 

・平行四辺形(12) 

・章末問題(1) 

 11 ・平行線と比(8) 

・相似な図形の面積と体積

(5) 

・章末問題(1) 

12 ・基本の作図(8) 

・おうぎ形(2) 

・章末問題(1) 

 12 6 章 確率（9） 

・確率(6) 

 12 6 章 円（10） 

・円周角の定理(6) 

・円周角の定理の利用(3) 

・章末問題(1) 

1 6 章 空間図形(18) 

・いろいろな立体(3) 

・立体の見方と調べ方(9) 

・立体の体積と表面積(5) 

 1 ・確率による説明(2) 

・章末問題(1) 

 1 7 章 三平方の定理（13） 

・三平方の定理(4) 

・三平方の定理の利用(8) 

・章末問題(1) 

2 ・章末問題(1) 

7 章 データの分析と活用

(11) 

・データの整理と分析(5) 

・データの活用(2) 

・ことがらの起こりやすさ(3) 

・章末問題(1) 

 2 7 章 データの比較（(5) 

・四分位範囲と箱ひげ図(4) 

・章末問題(1) 

 2 8 章 標本調査（6） 

・標本調査(5) 

・章末問題(1) 

 

３ ・１年間の復習（11）  ３ １年間の復習（9）  ３ ・１年間の復習（21） 
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理科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

〔見方〕「エネルギー」を柱とする領域 主として量的・関係的な視点で捉えること 
「粒子」を柱とする領域 主として質的・実体的な視点で捉えること 
「生命」を柱とする領域 主として多様性と共通性の視点で捉えること 
「地球」を柱とする領域 主として時間的・空間的な視点で捉えること 

〔考え方〕比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること 
 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 

自然の事物・現象についての理

解を深め，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関

する基本的な技能を身に付ける

ようにする。 
 

  観察，実験などを行い，科学的

に探究する力を養う。 
  自然の事物・現象に進んで関わ

り，科学的に探究しようとする態

度を養う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○自然の事物・現象についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付

けている。 

 

  ○自然の事物・現象から問題を

見いだし，見通しをもって観察，

実験などを行い，得られた結果

を分析して解釈し，表現するな

ど，科学的に探究している。 

  ○自然の事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究しよう

としている。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

定期・実力テストなど 

小テスト 

実験観察レポート・課題プリント

等への記入内容 

  定期・実力テスト 

小テスト 

実験観察レポート・課題プリント

等への記入内容 

  実験観察レポート・ノート等などを

通じて、科学的に探究しようとし

ている様子があるかなどを評価

する 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 
 
 
 

①教科書 
②ノート 
③ファイル 
④ワーク 

  ①教科書 
②ノート 

  ①教科書 
②ノート 
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理科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 

1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 自然の中にあふれる生命（９） 

 

 4 
 化学変化と原子・分子 

１章 物質の成り立ち（10） 

２章 物質の表し方（5） 

 4 
 化学変化とイオン 

１章 水溶液とイオン(10) 

２章 電池とイオン（7） 

5 
 いろいろな生物とその共通点 

１章 植物の特徴と分類（９） 

 5 
 ３章 さまざまな化学変化（11） 

４章 化学変化と物質の質量（8） 

 5 
 ３章 酸・アルカリと塩（12） 

6 
 ２章 動物の特徴と分類（１０） 

身のまわりの物質 

１章 いろいろな物質とその性質（８

） 

 6 
 生物の体のつくりとはたらき 

１章 生物の体をつくるもの（7） 

２章 植物の体のつくりとはたらき（

10） 

 6 
 生命の連続性 

１章 生物の成長と生殖（10） 

２章 遺伝の規則性と遺伝子（7） 

7 ２章 いろいろな気体とその性質（６

） 

 7 ３章 動物の体のつくりとはたらき（

14） 

 7 ３章 生物の種類の多様性と進化（

6） 

9 ３章 水溶液の性質（６） 

４章 物質のすがたとその変化（８） 

 9 ４章 動物の行動のしくみ（8）  9 運動とエネルギー 

１章 力の合成と分解（9） 

10 光・音・力による現象 

１章 光による現象（９） 

 10 地球の大気と天気の変化 

１章 地球をとり巻く大気のようす（5

） 

 10 ２章 物体の運動(11) 

３章 仕事とエネルギー(8) 

11 ２章 音による現象（６） 

 

 11 ２章 大気中の水の変化（7）  11 ４章 多様なエネルギーとその移り

変わり(4) 

５章 エネルギー資源とその利用

(4) 

12 ３章 力による現象（１０）  12 ３章 天気の変化と大気の動き（8）  12 地球を見る 

１章 地球から宇宙へ(7) 

２章 太陽と恒星の動き(9) 

1 生きている地球 

１章 身近な大地（５） 

 1 ４章 天気の動きと日本の四季

（10） 

 1 ３章 月と金星の動きと見え方(7) 

2 ２章 ゆれる大地（５） 

３章 火をふく大地（７） 

 2 電流とその利用 

１章 電流の性質（18） 

２章 電流の正体（9） 

 2 自然と人間 

１章 自然界のつりあい(6) 

２章 様々な物質の利用と人間(6) 

３章 科学技術の発展(3) 

3 ４章 語る大地（７）  3 ３章 電流と磁界（10）  3 ４章 人間と環境(9) 

５章 持続可能な社会をめざして(5 

) 
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音楽科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え，自己のイメージや感

情，生活や社会，伝統や文化などと関連付けること 

 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 

曲想と音楽の構造や背景などと

の関わり及び音楽の多様性につ

いて理解するとともに，創意工夫

を生かした音楽表現をするため

に必要な技能を身に付けるよう

にする。 
 

  音楽表現を創意工夫すること

や，音楽のよさや美しさを味わっ

て聴くことができるようにする。 

  音楽活動の楽しさを体験するこ

とを通して，音楽を愛好する心

情を育むとともに，音楽に対する

感性を豊かにし，音楽に親しん

でいく態度を養い，豊かな情操

を培う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○曲想と音楽の構造や背景など

との関わり及び音楽の多様性に

ついて理解している。 

 

○創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な技能を身

に付け，歌唱，器楽，創作で表し

ている。 

  ○音楽を形づくっている要素や

要素同士の関連を知覚し，それ

らの働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら，知覚したこと

と感受したこととの関わりについ

て考え，どのように表すかについ

て思いや意図をもったり，音楽を

評価しながらよさや美しさを味わ

って聴いたりしている。 

 

  ○音や音楽，音楽文化に親しむ

ことができるよう，音楽活動を楽

しみながら主体的・協働的に表

現及び鑑賞の学習活動に取り組

もうとしている。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

定期テスト 

実技テスト 

ワークシート内容 

音楽新聞と鑑賞内容 

  定期テスト 

実技テスト 

ワークシート内容 

音楽新聞と鑑賞内容 

  定期テスト 

実技テスト 

ワークシート内容 

音楽新聞と鑑賞内容 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 
 
 
 

教科書 
ファイル 
ワーク 
アルトリコーダー 

  教科書 
ファイル 
ワーク 
アルトリコーダー 

  教科書 
ファイル 
ワーク 
アルトリコーダー 
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音楽科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 
1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 

●歌の基礎を作ろう（２） 

●アルトリコーダーに親しもう（３） 

 4 
 

●合唱の楽しさを知ろう（5） 

●リコーダー～サミング～（2） 

 4 
 

●歌詞の内容を理解して、強弱を

生かした表現を工夫しよう（３） 

5 
 

●歌の基礎を元に歌ってみよう。（

４） 

●アルトリコーダーを吹いてみよう。

（４） 

 

 5 
 

●鑑賞 

フーガのおもしろさを味わおう（2） 

 5 
 

●アルトリコーダー（３） 

●鑑賞 

オーケストラの豊かな響きを味わお

う（２） 

 

6 
 

●鑑賞 

曲想の変化を感じ取って 

聴こう（２） 

 6 
 

●楽典 

速度や強弱を覚えよう（1） 

 6 
 

●楽典 

表現に必要な音符や記号を覚えよ

う（３） 

 

7 ●楽典 

音符や記号を覚えよう（３） 

 7 ●アルトリコーダー（３）  7 ●アルトリコーダー（３） 

 

9 ●詩や曲の雰囲気に合った声で言

葉を大切にして歌おう（３） 

 9 ●詩の内容と曲想の変化を感じ取

り、強弱の変化を工夫して表現しよ

う（5） 

 9 ●詩の内容と曲想の変化を感じ取

り、強弱の変化を工夫しパートの役

割を理解して表現しよう（３） 

10 ●創作～リズムづくり～（３）  10 ●アルトリコーダー 

～アーティキレーション～（2） 

 10 ●アルトリコーダー（３） 

11 ●鑑賞 

詩の内容と曲想の変化との関わり

を感じ取ろう（２） 

 11 ●創作～音楽づくり～（3）  11 ●ポピュラー音楽（３） 

●創作～リコーダーの曲を作ってみ

よう～（３） 

12 ●アルトリコーダーの指使いを確実

にしよう（３） 

 12 ●鑑賞 

日本の伝統音楽に親しもう（2） 

 12 ●ルールを守って音楽を楽しもう（

２） 

 

1 ●歌詞を感じ取って、速 

度や強弱の変化を生かし、 

表現を工夫しよう（３） 

 1 ●歌詞のまとまりやフレーズを生か

して歌おう（4） 

 1 ●鑑賞 

日本の伝統音楽に親しもう（２） 

2 ●鑑賞 

日本の伝統音楽に親しもう 

（３） 

 2 ●アルトリコーダー（2）  2 ●卒業に向けて（４） 

3 ●日本の和楽器に親しもう 

（３） 

 3 ●鑑賞 

曲のしくみに注目して名曲を楽しも

う（2） 

 3 ●国歌・校歌・市民歌（２） 
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美術科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

感性や想像力を働かせ，対象や事象を，造形的な視点で捉え，自分としての意味や価値をつくりだすこと 

 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 

対象や事象を捉える造形的な

視点について理解するとともに，

表現方法を創意工夫し，創造的

に表すことができるようにする。 

  造形的なよさや美しさ，表現の

意図と工夫，美術の働きなどに

ついて考え，主題を生み出し豊

かに発想し構想を練ったり，美術

や美術文化に対する見方や感じ

方を深めたりすることができるよう

にする。 
 

  美術の創造活動の喜びを味わ

い，美術を愛好する心情を育

み，感性を豊かにし，心豊かな

生活を創造していく態度を養い，

豊かな情操を培う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○対象や事象を捉える造形的

な視点について理解している。 

 

○表現方法を創意工夫し，創造 

的に表している。 

  ○造形的なよさや美しさ，表現

の意図と工夫，美術の働きなど

について考えるとともに，主題を

生み出し豊かに発想し構想を練

ったり，美術や美術文化に対す

る見方や感じ方を深めたりしてい

る。 

 

  ○美術の創造活動の喜びを味

わい主体的に表現及び鑑賞の

幅広い学習活動に取り組もうとし

ている。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

作品 

定期テスト 

  作品 アイデアスケッチ 

定期テスト 

  作品 練習プリント 

ノートの管理 

プリントへの書き込み 

定期テスト 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 
 

教科書 
ノート 

  教科書 
美術資料 
ノート 

  教科書 
美術資料 
ノート 
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美術科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 

1 年生  2 年生  3 年生 

4 
 

伝える目的や条件などをもとに、伝

える相手や内容などから主題を生

み出し、分かりやすさと美しさなどと

の調和を考え、表現する（１２） 

 4 
 

造形的なよさや美しさを感じ取り、

作者の心情や表現の意図と創造的

な工夫について考える（２） 

 4 
 

構成や装飾の目的や条件などをも

とに、用いる場面や環境、社会との

関わりなどから主題を生み出し、美

的感覚を働かせて調和のとれた洗

練された美しさなどを総合的に考え

表現する（３） 

5 
 

身の回りにある自然物や人工物の

形や色彩、材料などの造形的な美

しさなどを感じ取り、生活を美しく豊

かにする美術の働きについて考える

（２） 

 5 
 

伝える目的や条件などをもとに、伝

える相手や内容、社会との関りなど

から主題を生み出し、伝達の効果と

美しさなどとの調和を総合的に考え

表現する（９） 

 

 5 
 

対象や事象を深く見つめ感じ取った

ことや考えたこと、夢、想像や感情

などの心の世界などをもとに主題を

生み出し、単純化や省略、強調、材

料の組み合わせなどを考え、創造

的な構成を工夫し、心豊かに表現

する（８） 

6 
 

造形的なよさや美しさを感じ取り、

作者の心情や表現の意図と工夫な

どについて考える（２） 

 6 
 

目的や機能との調和のとれた洗練

された美しさなどを感じ取り、作者の

心情や表現の意図と創造的な工夫

などについて考える（２） 

 

 6 
 

身近な環境の中に見られる造形的

な美しさなどを感じ取り、安らぎや自

然との共生などの視点から生活や

社会を美しく豊かにする美術の働き

について考える（２） 

7  7  7 

9 対象や事象を見つめ感じ取った形

や色彩の特徴や美しさ、創造したこ

となどをもとに主題を生み出し、全

体と部分の関係などを考え、創造

的な構成を工夫し、心豊かに表現

する（４） 

 9 対象や事象を深く見つめ感じ取った

ことや考えたこと、夢、想像や感情

などの心の世界などをもとに主題を

生み出し、単純化や省略、強調、材

料の組み合わせなどを考え、創造

的な構成を工夫し、心豊かに表現

する（１０） 

 

 9 対象や事象を深く見つめ感じ取った

ことや考えたこと、夢、想像や感情

などの心の世界などをもとに主題を

生み出し、単純化や省略、強調、材

料の組み合わせなどを考え、創造

的な構成を工夫し、心豊かに表現

する（１０） 10 目的や機能との調和のとれた美しさ

などを感じ取り、作者の心情や表現

の意図と工夫などについて考える（２

） 

 10  10 

11 構成や装飾の目的や条件などをも

とに、対象の特徴や用いる場面など

から主題を生み出し、美的感覚を

働かせて調和のとれた美しさなどを

考え、表現する（１２） 

 11 日本の美術作品や受け継がれてき

た表現の特質などから、伝統文化

のよさや美しさを感じ取り諸外国の

美術や文化との相違点や共通点に

気付き、美術を通した国際理解や

美術文化の継承と創造について考

える、（３） 

 11 日本の美術作品や受け継がれてき

た表現の特質などから、伝統文化

のよさや美しさを感じ取り諸外国の

美術や文化との相違点や共通点に

気付き、美術を通した国際理解や

美術文化の継承と創造について考

える、（３） 

12  12  12 

1 使う目的や条件などをもとに、使用

する者の気持ち、材料などから主題

を生み出し、使いやすさや機能と美

しさなどとの調和を考え、表現する

（８） 

 1 使う目的や条件などをもとに、使用

する者の立場、社会との関わり、機

知やユーモアなどから主題を生み

出し、使いやすさや機能と美しさな

どとの調和を総合的に考え表現す

る（９） 

 1 使う目的や条件などをもとに、使用

する者の立場、社会との関わり、機

知やユーモアなどから主題を生み

出し、使いやすさや機能と美しさなど

との調和を総合的に考え表現する（

９） 

2  2  2 

3 身近な地域や日本及び諸外国の

文化遺産などのよさや美しさなどを

感じ取り、美術文化について考える

（３） 

 3  3 
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保健体育科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

体育…運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉

え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること 
保健…個人及び社会生活における課題や情報を，健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え，疾病等のリスク

の軽減や生活の質の向上，健康を支える環境づくりと関連付けること 
 

 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 

各種の運動の特性に応じた技能

等及び個人生活における健康・

安全について理解するとともに，

基本的な技能を身に付けるよう

にする。 

  運動や健康についての自他の課

題を発見し，合理的な解決に向

けて思考し判断するとともに，他

者に伝える力を養う。 

  生涯にわたって運動に親しむとと

もに健康の保持増進と体力の向

上を目指し，明るく豊かな生活を

営む態度を養う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○運動の合理的な実践に関す

る具体的な事項や生涯にわたっ

て運動を豊かに実践するための

理論について理解しているととも

に，運動の特性に応じた基本的

な技能を身に付けている。また，

個人生活における健康・安全に

ついて科学的に理解しているとと

もに，基本的な技能を身に付け

ている。 

  ○自己や仲間の課題を発見し，

合理的な解決に向けて，課題に

応じた運動の取り組み方や目的

に応じた運動の組み合わせ方を

工夫しているとともに，それらを

他者に伝えている。また，個人

生活における健康に関する課題

を発見し，その解決を目指して

科学的に思考し判断しているとと

もに，それらを他者に伝えてい

る。 

  ○運動の楽しさや喜びを味わう

ことができるよう，運動の合理的

な実践に自主的に取り組もうとし

ている。また，健康を大切にし，

自他の健康の保持増進や回復

についての学習に自主的に取り

組もうとしている。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

各種目での実技テスト、 

定期テスト 

ロイロノート・シンキングツール 

  定期テスト 

体育ノート、ワークの提出、記述内容。 

ロイロノート・シンキングツール 

  課題の発見、解決 

学習に積極的、自主的に取り組もうと

しているか 

授業に取り組む意欲 

ロイロノート・シンキングツール 
 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 
 
 
 
 
 

【教室で授業をする場合】 
筆記用具 
新中学保健体育 
中学体育実技 
中学保体資料ノート１年 
保健体育授業用ノート 
クロームブック 

【運動場・体育館等で授業をする場合】 
体操服（４月は夏用・冬用体操服のどちら 
でもかまいません。冬用体操服を着る場 
合は冬用の下に夏用体操服を必ず着て 
おく。５月からは夏用体操服で行います） 
運動靴 
体育館シューズ 
単元によって必要なもの（水着など） 

  【教室で授業をする場合】 
筆記用具 
中学校保健体育 
中学体育実技 
中学保体資料ノート２年 
保健体育授業用ノート 
クロームブック 

【運動場・体育館等で授業をする場合】 
体操服（４月は夏用・冬用体操服のどちら 
でもかまいません。冬用体操服を着る場 
合は冬用の下に夏用体操服を必ず着て 
おく。５月からは夏用体操服で行います） 
運動靴 
体育館シューズ 
単元によって必要なもの（水着など） 

  【教室で授業をする場合】 
筆記用具 
中学校保健体育 
図解中学体育 
中学保体資料ノート３年 
保健体育授業用ノート 
クロームブック 

【運動場・体育館等で授業をする場合】 
体操服（４月は夏用・冬用体操服のどちら 
でもかまいません。冬用体操服を着る場 
合は冬用の下に夏用体操服を必ず着て 
おく。５月からは夏用体操服で行います） 
運動靴 
体育館シューズ 
単元によって必要なもの（水着など） 
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保健体育科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容（体育分野） 

1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 集団行動（9） 

体つくり運動 

新体力テスト 

 4 
 集団行動（9） 

体つくり運動 

新体力テスト 

 4 
 集団行動（9） 

体つくり運動 

新体力テスト 

5 
 ハードル走（8）  5 

 走り高跳び（8）  5 
 走り幅跳び（8） 

6 
 マット運動（8）  6 

 跳び箱（8）  6 
 バスケットボール（8） 

7 水泳（8）  7 水泳（8）  7 水泳（8） 

9 体育大会練習（9） 

短距離走 

 9 体育大会練習（9） 

短距離走 

 9 体育大会練習（9） 

短距離走 

10 ソフトボール（9）  10 ソフトボール（9）  10 ソフトテニス（9） 

11 バレーボール（10）  11 バレーボール（10）  11 バレーボール（10） 

12 長距離走（8）  12 長距離走（8）  12 長距離走（8） 

1 バスケットボール（10）  1 ハンドボール（10）  1 サッカー（10） 

2 柔道（９）  2 ダンス（10）  2 バドミントン（9） 

3   3   3  
        
 

各学年の学習内容（保健分野） 
1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 

「 健康な生活と病気の予防」 

①健康の成り立ち 

②運動と健康 

③食生活と健康 

④休養・睡眠と健康    （4） 

 

「心身の発達と心の健康」 

①体の発育・発達 

②呼吸器・循環器の発達 （2） 

 4 
 

「健康な生活と病気の予防」 

①生活習慣病とその予防① 

①生活習慣病とその予防② 

②がんとその予防 

③喫煙と健康 

④飲酒と健康 

⑤薬物乱用と健康 

⑥喫煙・飲酒・薬物乱用の 

 きっかけ            （7） 

 4 
 

「健康な生活と病気の予防」 

①感染症とその予防① 

②感染症とその予防② 

③性感染症とその予防/エイズ① 

④性感染症とその予防/エイズ② 

⑤健康を守る社会の取り組み 

⑥⑦医療機関の利用と医薬品の 

使用      （7） 

5 
 

 5 
 

 5 
 

6 
 

 6 
 

 6 
 

7  7  7 

9 「心身の発達と心の健康」 

③生殖機能の成熟① 

④生殖機能の成熟② 

⑤性とどう向き合うか 

⑥心の発達① 

⑦心の発達② 

⑧自己形成       （6） 

 

 9 「傷害の防止」 

①傷害の原因と防止 

②交通事故の現状と原因 

③交通事故の防止 

④犯罪被害の防止 

⑤自然災害に備えて 

⑥応急手当の意義と基本 

 （きずの手当）        （6） 

 9 「 健康と環境」 

①環境の変化と適応能力 

②活動に適した環境 

③室内の空気の条件 

④水の役割と飲料水の確保 

⑤生活排水の処理 

⑥ごみの処理 

⑦環境の汚染と保全    （7） 

10  10  10 
11  11  11 
12  12  12 

1 「心身の発達と心の健康」 

⑨欲求不満やストレスへの 

対処① 

⑩欲求不満やストレスへ 

 の対処②       （2） 

体育編 

「スポーツの多様性」 

①スポーツの始まりと発展 

②スポーツへの多様な 

 関わり方 

③スポーツの多様な 

楽しみ方         （3） 

 1 ●心肺蘇生法   （1） 

体育編 

「スポーツの意義や効果と学び方や

安全な行い方」 

①スポーツが心身と 

社会性に及ぼす効果 

②スポーツの学び方 

③スポーツの安全な行い方 （3） 

 1 体育編 

「文化としてのスポーツ」 

①スポーツの文化的意義 

②国際的なスポーツ大会と 

 その役割 

③人々を結びつけるスポーツ （3） 

2  2  2 
3  3  3 
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技術・家庭科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

技術分野…生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安全性，環境負荷や経済

性等に着目して技術を最適化すること 
家庭分野…家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る生活事象を，協力・協働，健康・快適・安全，生活文化の継

承・創造，持続可能な社会の構築等の視点で捉え，よりよい生活を営むために工夫すること 
 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 

生活と技術についての基礎的な

理解を図るとともに，それらに係

る技能を身に付けるようにする。 

  生活や社会の中から問題を見い

だして課題を設定し，解決策を

構想し，実践を評価・改善し，表

現するなど，課題を解決する力

を養う。 

  よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて，生活を

工夫し創造しようとする実践的な

態度を養う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○生活や社会で利用されている

技術について理解しているととも

に，それらに係る技能を身に付

け，技術と生活や社会,環境との

関わりについて理解している。 

 

○家族・家庭の基本的な機能に

ついて理解を深め，生活の自立

に必要な家族・家庭，衣食住，

消費や環境などについて理解し

ているとともに，それらに係る技

能を身に付けている。 

 

  ○生活や社会の中から技術に

関わる問題を見いだして課題を

設定し，解決策を構想し，実践

を評価・改善し，表現するなどし

て課題を解決する力を身に付け

ている。 

 

○これからの生活を展望し，家

族・家庭や地域における生活の

中から問題を見いだして課題を

設定し，解決策を構想し，実践

を評価・改善し，考察したことを

論理的に表現するなどして課題

を解決する力を身に付けてい

る。 

  ○よりよい生活や持続可能な社

会の構築に向けて，課題の解決

に主体的に取り組んだり，振り返

って改善したりして，技術を工夫

し創造しようとしている。 

 

○家族や地域の人々と協働し，

よりよい生活の実現に向けて，課

題の解決に主体的に取り組んだ

り，振り返って改善したりして，生

活を工夫し創造し，実践しようと

している。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

技術分野 

期末テスト 

実習の実技技能 

家庭分野 

期末テスト 

実習の実技技能 

  技術分野 

クロームブックの感想 

ワークシートへの書き込みト 

家庭分野 

クロームブックの感想 

ワークシートへの書き込み 

  技術分野 

実習課題の試行・記録 

ｅライブラリの進捗 

ワークシートへの書き込み 

家庭分野 

実習課題の試行・記録 

ｅライブラリの進捗 

ワークシートへの書き込み 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 技術分野 

クロームブック 
教科書 
実習カード 
ｅライブラリ冊子 

家庭分野 

クロームブック 
教科書 
実習カード 
ｅライブラリ冊子 

  技術分野 

クロームブック 
教科書 
実習カード 
ｅライブラリ冊子 

家庭分野 

クロームブック 
教科書 
実習カード 
ｅライブラリ冊子 

  技術分野 

クロームブック 
教科書 
実習カード 
ｅライブラリ冊子 

家庭分野 

クロームブック 
教科書 
実習カード 
ｅライブラリ冊子   
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技術･家庭科の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 

1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 

B 生物育成の技術  
・生活や社会を支える生物育成の

技術(8) 
 

 4 
 

D 情報の技術  
・生活や社会を支える情報の技術

(3)  

 4 
 

C 消費生活・環境  
・金銭の管理と購入(5) 
 

5 
 

A 家族・家庭生活  
・自分の成長と家族・家庭生活(1)  
・食事の役割と中学生の栄養の特

徴(4) 
 

 5 
 

B 衣食住の生活  
・地域の食文化(3) 

 5 
 

C 消費生活・環境  
・消費者の権利と責任(5) 
 

6 
 

A 材料と加工の技術  
・生活や社会を支える材料と加工の

技術(5) 
 

 6 
 

D 情報の技術  
・ネットワークを利用した双方向性の

あるコンテンツのプログラミングによ

る問題の解決(10) 
 

 6 
 

C 消費生活・環境  
・消費生活･環境についての課題と

実践(6) 
 

7 B 衣食住の生活  
・中学生に必要な栄養を満たす食

事(4) 
・日常食の調理(4) 
 

 7 B 衣食住の生活  
・衣食住の生活についての課題と実

践(10) 

 7  

9 A 材料と加工の技術  
・社会の発展と材料と加工の技術

(6) 
 

 9 C エネルギー変換の技術  
・生活や社会を支えるエネルギー変

換の技術(2) 
・社会の発展とエネルギー変換の技

術(2)  

 9 D 情報の技術  
・計測・制御のプログラミングによる

問題の解決(3)  

10 B 衣食住の生活  
・衣服の選択と手入れ(3)  

 10 A 家族・家庭生活  
・幼児の生活と家族(7)  

 10 D 情報の技術  
・統合的な問題の解決(5) 
 

11 B 生物育成の技術  
・生物育成の技術による問題の解

決(6) 
・社会の発展と生物育成の技術(1) 
 

 11 C エネルギー変換の技術  
・エネルギー変換の技術による問題

の解決(9) 
 

 11 D 情報の技術  
・社会の発展と情報の技術(4) 

12 B 衣食住の生活  
・生活を豊かにするための布を用い

た製作(10) 
 

 12 A 家族・家庭生活  
・家族・家庭生活についての課題と

実践(6) 
 

 12  

1 A 材料と加工の技術  
・材料と加工の技術による問題の解

決(9) 
 

 1 D 情報の技術  
・計測・制御のプログラミングによる

問題の解決(9) 
 

 1 D 情報の技術  
・統合的な問題の解決(7) 
 

2 B 衣食住の生活  
・住居の機能と安全な住まい方(6) 
 

 2 A 家族・家庭生活  
・家族・家庭生活についての課題と

実践(9) 
 

 2  

3 A 家族・家庭生活  
・家族・家庭や地域との関わり(3) 
 

 3   3  
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英語科 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目して捉え，コミュ

ニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，再構築すること 

 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 

英語の音声や語彙，表現，文

法，言語の働きなどを理解する

とともに，これらの知識を，聞くこ

と，読むこと，話すこと，書くこと

による実際のコミュニケーション

において活用できる技能を身に

付けるようにする。 
 

  コミュニケーションを行う目的や

場面，状況などに応じて，日常

的な話題や社会的な話題につ

いて，英語で簡単な情報や考え

などを理解したり，これらを活用

して表現したり伝え合ったりする

ことができる力を養う。 

  英語の背景にある文化に対する

理解を深め，聞き手，読み手，

話し手，書き手に配慮しながら，

主体的に英語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を

養う。 

評価規準  評価規準  評価規準 

 

 

 

○外国語の音声や語彙，表現，

文法，言語の働きなどを理解し

ている。 

 

○外国語の音声や語彙，表現，

文法，言語の働きなどの知識

を，聞くこと，読むこと，話すこと，

書くことによる実際のコミュニケ

ーションにおいて活用できる技能

を身に付けている。 

 

  ○コミュニケーションを行う目的

や場面，状況などに応じて，日

常的な話題や社会的な話題に

ついて，外国語で簡単な情報や

考えなどを理解したり，これらを

活用して表現したり伝え合ったり

している。 

  ○外国語の背景にある文化に

対する理解を深め，聞き手，読

み手，話し手，書き手に配慮し

ながら，主体的に外国語を用い

てコミュニケーションを図ろうとし

ている。 

評価の方法  評価の方法  評価の方法 

 

 

 

・定期テスト・小テスト 

・発表への取り組み 

  ・定期テスト   

・パフォーマンステスト 

・授業内のプリントの表現や 

振り返り等 

  ・定期テスト   

・パフォーマンステスト 

・授業内のプリントの表現や 

振り返り等 

 

この教科の学習を進めるために必要な持ち物 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 
 
 
 

教科書 
ノート 
エイゴラボ、アクティブ・フォニックス 
ファイル 
 

  教科書 
マスターノート 
ムーミンファイル 
 

  教科書 
めきめき English 
マスターノート 
ムーミンファイル 
聞きトレファイル 
3 年間の総まとめ問題集+ 
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英語科（外国語科）の評価規準の例についてはこちらから → 

各学年の学習内容 

1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 

Ready（14） 
身の回りにある英語 
ヘボン式ローマ字 
英語の発音に気をつける 
（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄﾌｫﾆｯｸｽ） 
アルファベットの文字と音のつながり 
教室で使う簡単な英語になれる 
 単語・文の書き方 

 4 
 

Program 1（14） 
予定・これからの事を言う 
～することを楽しむ表現 
英語の略語表現 
簡単な表現で言いかえる 
 

 4 
 

Program 1（14） 
人に～するよう頼む 
人にとって～するのは簡単だと言う 
経験を言う・聞く 
 

5 
 

Program 1（14） 
 be 動詞（肯定・否定・疑問） 
where の疑問文 
Step 1 
"発表上手になろう" 

 5 
 

Program 2（14） 
自分の考えを述べる 
いつ・もし、の話を言う 
天気予報を聞こう 
魅力を伝えるためのコツを知ろう 

 5 
 

Program 2（14） 
完了したことを言う 
し続けていることを言う 
聞き上手になろう 

6 
 

Program 2（14） 
一般動詞（肯定・否定・疑問） 
複数形 
Whenの疑問文 

アクションコーナー  命令文 

 6 
 

Program 3（14） 
自分のしたいことを言う 
目的を言う 
手段を言う 
 

 6 
 

Program 3（14） 
相手に状況を伝える 
状態を言う 
電車の乗換案内をしよう 
パラリンピック、ここに注目 
パスタ―セッションの流れを確認 

7 Step 2（10） 
マッピングの使用 

Our Project 1  
復習 

Power-Up 1 
 "Can I have ~? How much ~?" 
Program 3 
can（肯定・否定・疑問） 

Whatの疑問文 
Program 4 
This [That] is ～. 
He [She] is ～. 
Whoの疑問文、Whatの疑問文 

 7 Our Project 4（10） 
電話をかけよう 
Reading１ 
読み物教材 

 7 Our Project 7（10） 
Reading１ 
読み物教材 
ディスカッションの流れを確認する 

9 Program 5（14） 
 "三人称・単数・現在" 
Power-Up 2 
Whichの疑問文 Whoseの疑問文 

 9 Program 4（14） 
自分の気持ちを言う 
義務や命令を言う 
必要性を言う 
レストランで食事しよう 
世界自然遺産 
分かりやすい見出しをつけよう 

 9 Program 4（14） 
～している人を言う 
～されたものを言う 
間接的に質問する 
 

1
0 

Program 6（14） 
 him, her 
Whyの疑問文, Because ~. 
Step 3 
 スピーチの構成 

 1
0 

Program 5（14） 
何かの仕方を言う 
状態について言う 
誰かに何かを貸す 
 
 

 1
0 

Program 5（14） 
どんな人物かを言う 
どんなものかを言う 
ポスターから情報を読み取ろう 
元気をくれるスヌーピーの言葉 
ディスカッションで使う表現を確認 

1
1 

PROGRAM 7（14） 
There is [are] ～. 
Howの疑問文 

疑問詞のまとめ 
疑問詞を使った疑問文 

Step 4 
話を聞く際のポイント 

 1
1 

Program 6（14） 
2つの物を比べる 
程度の高いものを言う 
同じ程度のものを言う 
メールで近況報告をしよう 
相手にわかりやすい説明をしよう 

 1
1 

Program 6（14） 
どんな人物かを言う 
どんなものかを言う 
省略した表現を言う 
 

1
2 

Program 8（10） 
"現在進行形" 
Power-Up 4 
Can I help you? 
Do you have the same one in ~? 

 

 1
2 

Our Project 5（10） 
Reading２ 
読み物教材 
動物を使った英語表現 

 1
2 

Our Project 8（10） 
レストランにＳＤＧｓの取り組みを提案す
る 

ラジオのＣＭを聞こう 

1 Power-Up 5（14） 
一般動詞の過去形 （復習） 

 1 Program 7（14） 
より好きなものを言う 
最も好きなものを言う 
～の仕方を教えてもらう 

 1 Program 7（14） 
仮定の話をする 
こうだったらのにと願望を言う 
自分の願いを言う 
 

2 Program 9（14） 
一般動詞の過去形 
Program 10 
 be 動詞の過去形 
過去進行形 

Step 6 
 There is [are] ～. 

現在進行形（復習） 

 2 Program 8（14） 
されていることを言う 
誰かにされたことを言う 
知られていることを言う 
飛行機のアナウンスを聞こう 
説得力のある説明をしよう 

 2 ウェブサイトで学校を紹介しよう（14） 
Reading２ 
読み物教材 
 

3 Our Project 3（8） 
 復習 
Power-Up 6 
手紙で使う表現 
（Dear ～ / Your friend, ） 

 3 Our Project 6（8） 
Reading3 
読み物教材 
Word web 

 3 Special Project（8） 
Further Reading1 
Further Reading2 
Further Reading3 
世界で活躍する日本人 
Word web 

        
 

 

38



 
 

河内長野市立西中学校 CAN-DO リスト 
学年 読むこと 聞くこと 話すこと 書くこと 

１ 

年 

1. アルファベットの大文字と小文字を読むことができる。 

2. アルファベットを順番どおりに言うことができる。 

3. ピリオド( . )、クエスチョンマーク( ? )、カンマ( , )、 

クオーテーションマーク( “ ” )、エクスクラメーションマーク

( ! )を理解できる。 

4. 英和辞書を引いて目的の語を見つけることができる。 

5. 日常生活の身近な単語を読んで理解できる。 

 (例：dog / eat / happy ) 

6. 日常生活の身近な語句を読んで理解できる。 

 (例：in the morning / at home ) 

7. 日常生活の身近なことを表す簡単な文を理解できる。 

(例：I play basketball every day. ) 

8. 日常生活の身近なことを表す簡単な２文以上の文章を 

理解できる。 

9. 教科書をなめらかに音読することができる。 

1. 初歩的な語句や決まり文句を聞いて理解できる。 

 (例：Two pencils. / I don’t know. / Here you are. など) 

2. アルファベットを聞いて、どの文字かを思い浮かべることが 

できる。 

3. 日常生活の身近な単語を聞いて、その意味を理解できる。 

 (例：dog / eat ) 

4. 曜日、日付、天候を聞き取ることができる。 

 (例：Monday, September 14, cloudy ) 

5. 日常生活の身近な数字を聞き取ることができる。 

 (例：電話番号、時刻、年齢など ) 

6. 日常的なあいさつを理解できる。 

 (例：How are you? / Nice to meet you. ) 

1. アルファベットを見てその文字を発音することができる。 

2. 日常生活の身近な単語を発音することができる。 

 (例：dog / eat / happy ) 

3. 日常生活の身近な数字を言うことができる。 

 (電話番号、年齢、時刻など) 

4. 簡単なあいさつをかわすことができる。 

 (例：Good morning. / Good night. ) 

5. あやまったり、お礼を言ったりすることができる。 

 (例：I’m sorry. / Thank you. ) 

6. 日常生活の身近な話題について、Yes / No で答える質問に答え

ることができる。（「好き」「嫌い」など） 

7. 日常生活の身近な話題について、What, Who, Where, When, 

How などで始まる質問に短く簡単に答えることができる。 

 ( What do you have for breakfast? ― Rice and natto. など) 

8. ３～５文で自己紹介や家族・友達の紹介をすることができる。 

9. 友達とペアで簡単な対話（１年の Basic Dialog 程度）をするこ

とができる。 

1. アルファベットの大文字と小文字を書くことができる。 

2. 英語の書き方のきまりに合わせて正しく文を書くことができ

る。（先頭は大文字、単語と単語の間は少し離す、文の最後はピ

リオド( . )かクエスチョンマーク( ? )など） 

3. 黒板に書かれた文や教科書の文を正しくノートに書き写すこ

とができる。 

4. 重要な単語（例：教科書で太字になっている単語）なら半分く

らいは書くことができる。 

5. 語句を並べて短いメモを書くことができる。(例：park, 5:00 ) 

6. 短い文であれば、英語の語順で書くことができる。 

 (例：I like music. / I come from Canada. / This is my bag. ) 

 

 

２ 

年 

10. 英和辞書を引いて本文に合う意味を見つけることができる。 

11. 日常生活の身近なことを表す文を理解できる。 

 (例：I went to Kyoto last Sunday. / I took a lot of pictures. ) 

12. 身の回りにある簡単な表示・掲示を理解できる。 

 (例：No Smoking / Closed / No Dogs ) 

13. ファーストフード店やレストランにある簡単な英語の 

メニューを理解できる。(食べ物、飲み物の名前や値段など) 

14. パーティーなどの招待状や案内のポスターや簡単なお知らせ

などの内容を理解できる。(日時、場所など) 

15. 新語(New Words)の意味が分かれば、教科書などにある短い

手紙(e-mail)を理解できる。(家族の紹介、旅行の思い出など) 

16. 新語(New Words)の意味が分かれば、２年の教科書などにあ

るイラストや写真のついた簡単な物語を理解できる。(子ども向

けの絵本や教科書の Reading のような読み物のページなど) 

17. ２年の教科書の前半部分の本文をなめらかに音読することが

できる。 

7. 簡単な自己紹介を聞いて、その内容を理解できる。 

 (例：名前、住んでいる地域、家族など ) 

8. 簡単な文章を聞いて、その内容を理解できる。 

 (例：Look at this picture. It is really beautiful. I like it very 

much. ) 

9. 簡単な指示を聞いて、その意味を理解して行動に移すことが 

できる。(例：Open your book. / Don’t run. ) 

10. 人のいる場所、ものの位置を聞いて、理解できる。 

 (例：The book is on the TV. / There are two girls under the 

tree. ) 

11. 簡単な対話を聞いて、話されている内容を理解できる。 

12. 先生が話す英語が、半分くらい理解できる。 

 

10. これまでに習った文法事項や単語などを使って、７文程度の

自己紹介をすることができる。 

（名前、住んでいる地域、家族など） 

11. 簡単な質問をすることができる。 

（時刻、好きなもの、相手の名前など） 

12. 相手の言うことが分からないときに、聞き返すことができる。 

 (例：Excuse me. / Could you speak more slowly? ) 

13. 日付や曜日を文で言うことができる。(例：It’s Monday.など ) 

14. 日常生活の身近な話題について、What, Who, Where, When, 

How などで始まる簡単な質問に答えることができる。 

15. 友達とペアで簡単な対話（２年の Basic Dialog 程度）をする

ことができる。 

16. 原稿を書いておけば将来の夢などについてスピーチをするこ

とができる。 

 

7. 簡単な文やメモを書くことができる。 

8. 短い文を、正しい英語の語順で書くことができる。 

  (例：I went to Sakura Park last Sunday. ) 

9. 語句を並べて短いメモを書くことができる。 

  (例：birthday party at 6 p.m.) 

10. 教科書の対話の一部を変えてスキット（寸劇）を書くことが

できる。 

11. 教科書やモデルを参考にして将来の夢のスピーチ原稿を書く

ことができる。 

12. 文と文を接続詞( and / but / so / when / because など)でつな

げて書くことができる。 

13. 和英辞書を使って、自分の気持ちや考えを書くことができる。 
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学年 読むこと 聞くこと 話すこと 書くこと 

３ 

年 

18. 日常生活の身近な話題についての文章を理解できる。 

 (学校生活、スポーツ、音楽など) 

19. 短くて簡単な物語を理解できる。(教科書の読み物教材など) 

20. 日本語の注や説明がついた簡単な読み物を理解できる。 

 (学校の課題図書、学習者向けの物語など) 

21. 興味のある話題について書かれた文章なら、知らない単語が

いくつかあってもだいたい内容を理解できる。 

22. 簡単に書かれた英語の道案内を見て、通りや店、病院などを

探すことができる。 

23. ３年の教科書程度の長文を読んでだいたいの内容をつかむこ

とができる。 

24. ３年の教科書程度の長文の中から必要な情報を見つけること

ができる。 

25. 初めて見る文章でも意味を考えながらだいたい音読すること

ができる。 

26. ２年後半～３年前半の教科書をなめらかに音読することがで

きる。 

13. ゆっくり（または繰り返して）話されれば、興味・関心のあ

る話題に関する話を理解できる。（趣味に関すること、好きな

音楽やスポーツのことなど） 

14. ゆっくり（または繰り返して）話されれば、日常生活の身近

な話題に関する簡単な話を聞いて、その内容を理解できる。 

 （学校、クラブ活動、週末の話など） 

15. ゆっくり（または繰り返して）話されれば、簡単なアナウン

スを聞いて、重要な情報を理解できる。 

16. ゆっくり（または繰り返して）話されれば、簡単な道案内を

聞いて、行き方が理解できる。 

17. よく使われる表現なら、単語がつながって発音されてもその

意味を理解できる。（Come in. が「カミン」、Don’t you? が 

「ドンチュー」のように聞こえるなど） 

18. 先生が教科書の内容を説明する英語がだいたい理解できる。 

17. ものごとの「好き」「嫌い」とその理由を簡単に述べることが

できる。（動物、食べ物、スポーツなど） 

18. 日常生活の行動について話すことができる。(例：I got up at 

six  yesterday.  / I had sukiyaki last night.) 

19. 自分の予定を簡単に言うことができる。(例：I’m going to play 

soccer with my friends. ) 予定を聞かれて簡単に答えることが

できる。(例：What are you going to do? ― I’m going to study 

at the city library. ) 

20. 簡単な頼みごとをすることができる。(例：Could you tell me 

the way to the station? ) また、頼みごとについて引き受けた

り、断ったりできる。(例：Sure. / Sorry, I can’t. ) 

21. 身近なことで相手を誘うことができる。 

 (例：Let’s have lunch together. ) 

22. 簡単な相槌をうつことができる。 

 (例：Did you? / You did? / Oh, were you? ) 

23. 過去や未来の日常生活の身近な話題について、What, Who, 

Where, When, How などで始まる質問に簡単な文で答えた

り、相手に質問したりすることができる。 

24. つなぎことば( Really? / I see. など)を使って対話を続けるこ

とができる。 

 

14. 10 文程度で自己紹介の文章を書くことができる。 

15. 自分の趣味について、４～５文の分かりやすいまとまりのあ

る文章を書くことができる。 

16. ものごとの「好き」「嫌い」とその理由を書くことができる。 

 （食べ物、スポーツ、音楽など） 

17. 短い日記を書くことができる。（３～５文程度） 

18. 簡単なカード、はがき、メールを書くことができる。 

 （お祝いカード、旅行先からの絵はがき、Ｅメールなど） 

19. 短い伝言をメモに書くことができる。 

  (例：Ken called at 3 p.m. ) 
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特別の教科 道徳 

この教科の見方・考え方および指導の重点 
 
 

様々な事象を，道徳的諸価値の理解を基に自己との関わりで広い視野から多面的・多角的に捉え，自己の人間として

の生き方について考えること 
 

この教科の学習内容 
Ａ自分自身に関する

こと 

 Ｂ人との関わり

に関すること 

 Ｃ集団や社会との関わりに関すること  Ｄ生命や自然，崇高

なものとの関わりに

関すること 

・自主，自律，自由と責任 
・節度，節制 
・向上心，個性の伸長 
・希望と勇気，克己と強い

意志 
・真理の探究，創造 
 

 ・思いやり，感謝 
・礼儀 
・友情，信頼 
・相互理解，寛容 

 ・遵法精神，公徳心 
・公正，公平，社会正義 
・社会参画，公共の精神 
・勤労 
・家族愛，家庭生活の充実 
・よりよい学校生活，集団生活の充実 
・郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度 
・我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度 
・国際理解，国際貢献 

 ・生命の尊さ 
・自然愛護 
・感動，畏敬の念 
・よりよく生きる喜び 

 

目標と指導の方針 
1 年生  2 年生  3 年生 

 
 

・自分自身のあり方に目を向け、望ま

しい生活習慣を身に付ける。 
・法やきまりの意義を理解し、思いやり

の心を持ち、他者の立場を尊重しなが

ら、協力しあえる人間関係をつくる。 
・礼儀を理解し、時と場に応じた適切

な言動が取れるようになる。 

  ・勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の

精神を育てる。 
・自分自身の役割や責任を果たし、集

団の向上を目指すとともに、自己の資

質・能力の向上に努める。 
・正義と公正さを重んじ、誰に対しても

公平に接し、差別や偏見のないより良

い社会の実現に尽くすように努める。 

  ・理想を求め、目標を持って努力し、

困難や失敗を乗りこえて着実にやり遂

げる態度を養う。 
・生命の尊さを理解し、かけがえのな

い自他の生命を尊重する心を育て

る。 
・集団生活の秩序と規律を高め、互い

に高め合える集団をつくるよう努める。 
 

各教科と道徳的内容とのつながり 
国語科  社会科  数学科 

 
 
 

伝統と文化を尊重し，それらをはぐくん

できた我が国と郷土を愛することなど

につながる。 

  伝統と文化を尊重し，それらをはぐくん

できた我が国と郷土を愛することなど

につながる。 

  工夫して生活や学習をしようとする態

度を育てる。 

 
理科  音楽科  美術科 

 
 

生命を尊重し，自然環境の保全に寄

与する態度の育成につながる。 
  美しいものや崇高なものを尊重するこ

とにつながる。 
  美しいものや崇高なものを尊重する心

につながる。 
 
保健体育科  技術･家庭科  英語科 

 
 

生活習慣の大切さを知り，自分の生

活を見直すことにつながる。 
  望ましい生活習慣を身に付けるととも

に，勤労の尊さや意義を理解すること

につながる。また,家族への敬愛の念

を深めるとともに，家庭や地域社会の

一員としての自覚をもって自分の生き

方を考え，生活をよりよくしようとするこ

とにつながる。 

  世界の中の日本人としての自覚をも

ち，国際的視野に立って，世界の平

和と人類の幸福に貢献することにつな

がる。 
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各学年の学習内容 
1 年生  2 年生  3 年生 
4 
 A-4  サッカーの漫画を描きたい 

B-6  人のフリみて 

C-15  “村人B”には…… 

 4 
 A-3  おじさん役と私 

C-13 おばあちゃんのくれた〝おま

じない〟 

B-7  挨拶は言葉のスキンシップ 

 4 
 A-4  相撲を世界に 

C-15 世界一のロッカールーム 

C-13 あるレジ打ちの女性 

5 
 B-7  「愛情貯金」をはじめませんか 

C-11 さかなのなみだ 

B-9  言葉の向こうに 

 5 
 A-4  初心 

A-1  五月の風―カナ― 

B-8  五月の風―ミカ― 

 5 
 C-17 使い手を驚かせて魅了する 

B-8  違うんだよ、健司 

C-11 卒業文集最後の二行 

6 
 A-3  葉っぱ切り絵で見えた道 

D-19 ばあば 

D-20 木の声を聞く 

A-2  疾走、自転車ライダー 

 6 
 C-11 リスペクトアザーズ 

B-6  名乗り出なかった友 

A-5  戦争を取材する 

C-18 時を超えて 

―樫野で生まれた絆― 

 6 
 C-18 命のトランジットビザ 

D-19 エリカ－奇跡のいのち－ 

A-1  私も高校生 

B-9  親友と語り合った「孤独の解

消」 

7 C-12 門掃き 

C-10 使っても大丈夫？ 

 7 D-11 父の決意 

C-16 和樹の夏祭り 

 7 C-12 No Charity, but a Chance! 

A-3  新しい夏のはじまり 

9 B-8  ソウタとミオ 

A-1  私らしさって? 

C-16 震災を乗り越えて 

    ―復活したふるさと芸能―

C-11 どうして？ 

 9 B-9  他人の靴を履いてみる 

C-11 ヨシト 

A-1  ネット将棋 

D-21 樹齢七千年の杉 

 9 C-16 稲むらの火 

C-11 命の大切さ 

B-8  ゴリラのまねをした彼女を好き 

    になった 

A-16 カラフルな世界で 

10 C-17 さよならホストファミリー 

C-18 違いを乗り越えて 

B-6  バスと赤ちゃん 

B-9  三人の客 

 10 D-22  自分の弱さと戦え 

C-13 小さな工場の大きな仕事 

D-20 上勝から世界を変える 

C-20   

 10 C-10 二通の手紙 D-22 世界を動

かした瞳 

B-6  電車の中で 

C-13 失った笑顔を取り戻す 

 

11 D-20 あらゆるものに髪は宿っている 

C-12 あったほうがいい？ 

C-10 ふれあい直売所 

D-19 あふれる愛 

 

 11 C-12 行動する建築家 坂 茂 

B-6  夜のくだもの屋 

A-4  初心 

B-8  恋する涙 

 11 C-12 海のごみは「まちなか」で生ま

れる 

D-20 「川端」のある暮らし 

A-5  ちょっと寄り道をー研究者・真

鍋淑郎 

A-1  町内会デビュー 

12 A-5  iｐｓ細胞で難病を治したい 

C-14 その声は 

 

 12 D-19 命を見つめて―猿渡瞳さん

の六百四十六日― 

C-10 美しい鳥取砂丘 

 12 D-19 臓器提供 

A-2  独りを慎む 

 

1 D-19 ゆうへ ―生きていてくれてあ

りがとう― 

B-8  旗 

A-1  裏庭でのできごと 

 1 C-18 アフガニスタンの人々と共に 

B-9  コトコの涙 

D-19 最後のパートナー 

 1 B-7  マナーってなんだろう 

D-21 星空を届けたい 

C-18 本とペンで世界を変えよう 

D-22 生きてこそ 

2 C-18 おじいさんの１００ドル 

B-21 オーロラ 

―光のカーテン― 

A-3  オアシスの老人 

C-13 私は清掃のプロになる 

 2 A-2  避難所にて 

D-20 よみがえれ、えりもの森 

D-22 足袋の季節 

B-8  恋する涙 

 2 B-6  塩むすび 

C-14 一冊のノート 

C-12 サトシの一票 

C-10 キラー・ゼブラと呼ばれて 

3 C-16 「肝心」のバスガイド 

D-22 いつわりのバイオリン 

 3 C-17 包む 

C-14 きいちゃん 

 3 C-12 サトシの一票 

D-19 希望 
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中学校　第１学年　道徳教育全体計画の別葉

国語 月 社会 月 数学 月 理科 月 音楽 月 美術 月 保健体育 月 技術 月 家庭 月 英語 月 総合的な学習 月 学級活動 月 学校行事 月 特別活動 月

A
情報収集の達人になろう/7月
根拠を明確にして書こう/10月
今に生きる言葉/11月
「不便」の価値を見つめ直す/12
月
話題や展開を捉えて話し合おう
/12月
少年の日の思い出/1月
二十歳になった日/1月
構成や描写を工夫して書こう/2

物質のすがたとその変化 9月
絵や彫刻との出会い

4月
作物の栽培

じょうぶな構造
4～12
1～3 食事の役割 4、5

「不便」の価値を見つめ直す/12
月

いろいろな気体とその性質/7月
水溶液の性質/9月
ゆれる大地/1月

火をふく大地/2月
語る大地/2月

校歌 4月
作物の栽培

じょうぶな構造
4～12
1～3 中学生に必要な栄養 6、7

はじまりの風/4月
話の構成を工夫しよう/5月
語彙を豊かに/7月
読書を楽しむ/7月
本の中の中学生/7月
二十歳になった日/1月

Let's Create!/5月
指揮をしてみよう！/6月

リコーダー LESSON１/6月
聖者の行進/10月さくらさくら

（箏）
箏曲「六段の調」

絵や彫刻との出会い/4月
見つめて、感じて、描いて/5月
つなげて広がる模様の世界/9

月
材料に命を吹き込む/2月

体力テスト、水泳、陸
上競技、

器械運動、「自己形
成」

４、６，
７、１１

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

生活を豊かにするた
めの布を用いた製作

9～12

"Get Ready　小学校でできるようになった
ことを確認しよう/4月

PROGRAM 3　タレントショーを開こう/6月
Our Project 1　あなたの知らない私/7月
Our Project 2　この人を知っていますか

/12月
Our Project 3　私が選んだ1枚/3月"

データの整理と分析/2月
データの活用/2月

We'll Find The Way
その先へ

My Voice!/4月
夢の世界を

君をのせて/10月
心通う合唱/2月

見つめて、感じて、描いて/5月
持久走 1

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

生活を豊かにするた
めの布を用いた製作

9～12
PROGRAM 6　The

Way to School
１０月

ダイコンは大きな根？/5月
ちょっと立ち止まって/5月
情報を整理して説明しよう/6月
比喩で広がる言葉の世界/6月
語彙を豊かに/7月
情報収集の達人になろう/7月

身のまわりの多様な表現を
とおして文字文化の豊かさ
にふれ、効果的に文字を書

こう/2月

自然の中にあふれる生命/4月
植物の特徴と分類/5月
動物の特徴と分類/5月
いろいろな物質とその性質/6月
いろいろな気体とその性質/7月
水溶液の性質/9月
物質のすがたとその変化/9月
光による現象/10月

10
11
12

Let's Create!/5月
リズムゲーム、リズムアンサン

ブル、リズムチャレンジ
My Melody/7月

虫づくし、姫松、さくらさくら（箏）
箏曲「六段の調」

暮らしを彩る土の造形/11月
見るひとへ楽しく伝えよう/1月 ダンス ２～3

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

住居の機能と安全な
住まい

1～3

B
本の中の中学生/7月
大人になれなかった弟たちに…
…/9月
蓬莱の玉の枝―「竹取物語」か
ら/11月
構成や描写を工夫して書こう/2

柔道 ２～３
作物の栽培

じょうぶな構造
4～12
1～3 食事の役割 4、5 お別れ集会

本の中の中学生/7月
項目を立てて書こう/9月

一年間の学びを振り返ろう/2月

書き初めを書く/12月
身のまわりの多様な表現を
とおして文字文化の豊かさ
にふれ、効果的に文字を書

こう/2月

柔道 ２～３
作物の栽培

じょうぶな構造
4～12
1～3 衣服の選択と手入れ 9

PROGRAM 1　友だち
を作ろう

5月

We'll Find The Way
その先へ

My Voice!/4月
心通う合唱/2月

バレーボール
サッカー

１０
１、２

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

自分の成長と家族･
家庭生活

4

Get Ready 小学校でできるように
なったことを確認しよう/4月

PROGRAM 2 1-Bの生徒たち/5月
PROGRAM 10 Grandma Baba’s

Warming Ideas!/2月

宿泊学習
体育大会
文化祭

古典の世界/11月
いろは歌/11月
蓬莱の玉の枝―「竹取物語」か
ら/11月
今に生きる言葉/11月

整数の性質/4月
正負の数の利用/6月
文字を使った式/6月
文字式の計算/6月
文字式の利用/7月

方程式とその解き方/7月
１次方程式の利用/9月

比例と反比例の利用/11月

鑑賞との出会い
絵の中にある物語 6月

「性とどう向き合うか」
「生殖機能の成熟」 5

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3 衣服の選択と手入れ 9

Our Project 1　あな
たの知らない私

７月 宿泊学習 文化祭

C

17 二通の手紙/10月
33 キラー・ゼブラと呼ばれて

/2月

古代国家の成立と東アジア/6月
武家政権の成長と東アジア/11月

武家政権の展開と世界の動き（第１節～
第３節）/2月

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3 衣服の選択と手入れ 9 体育大会

6 卒業文集最後の二行/5月
14 命の大切さ/9月

21 海のごみは「まちなか」で
生まれる/11月

世界の諸地域（第１節～第３節）/9月
世界の諸地域（第４節～第６節）/1月

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

情報収集の達人にな
ろう/7月

世界の諸地域（第１節～第３節）/9月
世界の諸地域（第４節～第６節）/1月

武家政権の成長と東アジア/11月
武家政権の展開と世界の動き（第１節～

第３節）/2月

デザインや工芸との出会
い/9月

文字が生み出すイメージ
/10月

スポーツの意義や効
果と学び方や安全な

行い方

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

衣服の選択と手入れ
住居の機能と安全な

住まい

9
1～3

PROGRAM 5
Pajama Day

９月

水溶液の性質 9月

ソーラン節
日本の民謡

生活や社会の中の音や音楽
アジアの諸民族の音楽/9月

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

自分の成長と家族･
家庭生活

4

本の中の中学生/7月
大人になれなかった弟たちに……/9
月
蓬莱の玉の枝―「竹取物語」から/11
月
構成や描写を工夫して書こう/2月

自分の成長と家族･
家庭生活

4
PROGRAM 8　Happy

New Year!
１２月

本の中の中学生/7月
項目を立てて書こう/9月
一年間の学びを振り返ろ
う/2月

データの整理と分析/2
月

データの活用/2月

指揮をしてみよう！/6月
リコーダー LESSON１/6月

リズムゲーム、リズムアンサン
ブル、リズムチャレンジ

My Melody/7月
聖者の行進/10月

集団行動
ソフトボール

４
５

Get Ready　小学校でできるように
なったことを確認しよう/4月

PROGRAM 1　友だちを作ろう/5月
PROGRAM 2　1-Bの生徒たち/5月

PROGRAM 5　Pajama Day/9月

宿泊学習
体育大会
文化祭

お別れ集会

日本の姿/4月
歴史のとらえ方と調べ方

/5月
武家政権の成長と東アジア/11月

武家政権の展開と世界の動き（第１節～
第３節）/2月

ソーラン節
日本の民謡

生活や社会の中の音や音楽
アジアの諸民族の音楽/9月

浜辺の歌
赤とんぼ

なぜか気になる情景/6月
文字が生み出すイメージ

/10月
3

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

衣服の選択と手入れ
住居の機能と安全な

住まい

9
1～3

宿泊学習
観心寺見学

古典の世界/11月
いろは歌/11月
蓬莱の玉の枝―「竹取
物語」から/11月
今に生きる言葉/11月

日本の姿/4月
歴史のとらえ方と調べ方

/5月
古代国家の成立と東アジア/6月
武家政権の成長と東アジア/11月

武家政権の展開と世界の動き（第１節～
第３節）/2月

浜辺の歌
赤とんぼ

歌い継ごう 日本の歌/11月
雅楽「平調 越天楽」/12月

日本音楽入門/12月
虫づくし、姫松、さくらさくら（箏）

日本の伝統色・文様
文化遺産

10 柔道 ２～３
作物の栽培

じょうぶな構造
4～12
1～3

衣服の選択と手入れ
住居の機能と安全な

住まい

9
1～3

PROGRAM 4　Let’s
Enjoy Japanese

Food.
７月

観心寺見学

朝のリレー/4月
大人になれなかった弟たち
に……/9月
今に生きる言葉/11月

世界の姿/4月
人々の生活と環境/5月

世界の諸地域（第１節～第３節）/9月
世界の諸地域（第４節～第６節）/1月

ソーラン節
日本の民謡

生活や社会の中の音や音楽
アジアの諸民族の音楽/9月

PROGRAM 5 Pajama Day/9月
PROGRAM 6 The Way to School/10

月
PROGRAM 7 Research on

Australia/11月
PROGRAM 8　Happy New Year!/12

月

D
大人になれなかった弟たちに…
…/9月
研究の現場にようこそ/12月
ぼくが　ここに/3月

古代国家の成立と東
アジア 6月

自然の中にあふれる生命/4
月

植物の特徴と分類/5月
動物の特徴と分類/5月

主人は冷たい土の中に 6月 「体の発育・発達」 4
作物の栽培

じょうぶな構造
4～12
1～3

食事の役割
住居の機能と安全な

住まい

4～5
1～3

野原はうたう/4月
ダイコンは大きな根？/5月
空の詩/6月
情報収集の達人になろう/7月
「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ/10月
大阿蘇/11月
研究の現場にようこそ/12月

日本の地域的特色/6月
日本の諸地域/7月

7月
方程式とその解き方

7月

自然の中にあふれる生命/4
月

植物の特徴と分類/5月
身近な大地/1月
ゆれる大地/1月

火をふく大地/2月
語る大地/2月

春
5月

美術との出会い/4月
なぜか気になる情景/6月

自然の美しさから生まれた/9月
暮らしを彩る土の造形/11月

見るひとへ楽しく伝えよう/1月

作物の栽培 4～12 食事の役割 4、5

朝のリレー/4月
はじまりの風/4月
空の詩/6月
大阿蘇/11月
二十歳になった日/1月
構成や描写を工夫して書こう/2月

イメージと音楽/4月
春/5月

魔王/11月
浜辺の歌
赤とんぼ

歌い継ごう 日本の歌/11月
雅楽「平調 越天楽」/12月

心通う合唱/2月

美術との出会い/4月
鑑賞との出会い

絵の中にある物語/6月
自然の美しさから生まれた/9月

屏風、美のしかけ/1月

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

生活を豊かにするた
めの布を用いた製作

9～12

PROGRAM 7
Research on

Australia
１１月

いろは歌/11月
少年の日の思い出/1月 心通う合唱 2月

作物の栽培
じょうぶな構造

4～12
1～3

生活を豊かにするた
めの布を用いた製作

9～12

国語 月 社会 月 数学 月 理科 月 音楽 月 美術 月 保健体育 月 技術 月 家庭 月 英語 月 総合的な学習 月 学級活動 月 学校行事 月 特別活動 月

社会参画、
公共の精神

勤労

家族愛、
家庭生活の充実

主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

自然愛護

感動、畏敬の念

よりよく生きる喜び

よりより学校生活、
集団生活の充実

郷土の伝統と文化の
尊重、郷土を愛する態

度

我が国の伝統と文化
の

尊重、国を愛する態度

国際理解、国際貢献

生命の尊さ

友情、信頼

主として集団や社会との関わりに関すること

相互理解、寛容

遵法精神、公徳心

公正、公平、社会正義

希望と勇気、
克己と強い意志

主として人との関わりに関すること

真理の探究、創造

思いやり、感謝

礼儀

主として自分自身に関すること

自主、自律、
自由と責任

節度、節制

向上心、個性の伸長

道徳教育の重点目標

◇法やきまりの意義を理解し、思いやりの心を持ち、他者の立場を尊重しながら、協力しあえる人間関係をつくる。◇自分自身の役割や責任を果たし、集団の向上を目指すとともに、自己の資質・能力の向上に努める。◇理想を求め、目標を持って努力し、困難や失敗を乗りこえて着実にやり遂げる態度を養う。

学年の重点目標

◇自分自身のあり方に目を向け、望ましい生活習慣を身に付ける。 ◇法やきまりの意義を理解し、思いやりの心を持ち、他者の立場を尊重しながら、協力しあえる人間関係をつくる。 ◇礼儀を理解し、時と場に応じた適切な言動が取れるようになる。

3543



中学校　第２学年　道徳教育全体計画の別葉

国語 月 社会 月 数学 月 理科 月 音楽 月 美術 月 保健体育 月 技術 月 家庭 月 英語 月 総合的な学習 月 学級活動 月 学校行事 月 特別活動 月

A
魅力的な提案をしよう/4月

語彙を豊かに/6月
メディアの特徴を生かして情報を

集めよう/7月
適切な根拠を選んで書こう/10月

走れメロス/1月

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 日常食の調理 4～5
Reading 1　The

Three Dolls ７月

メディアの特徴を生かして情報を
集めよう/7月

日本の地域的特色
6月 １次関数 6月

さまざまな化学変化/5月
動物の体のつくりとはたらき/9

月
大気の動きと日本の四季/12月

電流の性質/12月

校歌 4

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 日常食の調理 4～5

見えないだけ/4月
読書を楽しむ/7月

翻訳作品を読み比べよう/7月
「自分らしさ」を認め合う社会へ

/12月
描写を工夫して書こう/1月

体力テスト、水泳、
陸上競技、器械運動

４～
７

９～
１０、

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 日常食の調理 4～5

描写を工夫して書こう/1月 1月
物質の表し方

5月

明日を向いて
翼をください

My Voice!/4月
リズムゲーム、リズムアンサンブル、リズ

ムチャレンジ
My Melody/5月

リコーダー LESSON２、３/7月
「アイーダ」から

持久走 1

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 幼児の生活と家族 9～2

PROGRAM 2　Koshien Project
in Africa/5月

Our Project 6　My Heroの魅力
を伝えよう/3月

Reading 3　Apollo 13/3月

アイスプラネット/4月
クマゼミ増加の原因を探る/5月
情報を整理して伝えよう/6月
モアイは語る――地球の未来

/10月
適切な根拠を選んで書こう/10月
君は「最後の晩餐」を知っている

か/12月
鍵/3月

地域調査のしかた/6月
地域のあり方/3月

式の計算/4月
文字式の利用/5月

連立方程式とその解き方/5月
１次関数/6月

２元１次方程式と１次関数/9月
説明のしくみ/10月
平行線と角/10月
合同な図形/10月

三角形/11月
平行四辺形/12月

確率/1月
確率による説明/2月

四分位範囲と箱ひげ図/2月

物質の成り立ち/4月
さまざまな化学変化/5月

生物の体をつくるもの/6月
植物の体のつくりとはたらき/7月
動物の体のつくりとはたらき/9月

動物の行動のしくみ/10月
地球をとり巻く大気のようす/10月
天気の変化と大気の動き/11月
大気の動きと日本の四季/12月

電流の性質/12月
電流の正体/2月
電流と磁界/2月

明日を向いて
翼をください

My Voice!/4月
心通う合唱/2月

ダンス
２～
３

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 日常食の調理 4～5

Our Project 4　海外でヒットする
ラーメンのCMを作ろう/7月
PROGRAM 6　High-Tech

Nature/11月
Our Project 5　日本のおすすめ

スポットを紹介しよう/12月

B

柔道
２～
３

プログラミングによる
問題の解決

4～7
1～3

幼児の生活と家族 9～2

Reading 2
Friendship beyond

Time and Borders/12月
12月 お別れ集会

表現を工夫して書こう
9月 柔道

２～
３

プログラミングによる
問題の解決

4～7
1～3

幼児の生活と家族 9～2
Reading 1　The

Three Dolls
7月

ヒューマノイド/9月
走れメロス/1月 球技

４～
６

９～
１２

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 幼児の生活と家族 9～2
PROGRAM 1　New

Start
4月 校外学習

体育大会
文化祭

球技大会

アイスプラネット/4月
ヒューマノイド/9月

聞き上手になろう/9月
立場を尊重して話し合おう/12月

「自分らしさ」を認め合う社会へ/12月
国語の学びを振り返ろう/2月

文字式の利用/5月
連立方程式の利用/6月

１次関数の利用/9月
説明のしくみ/10月
平行線と角/10月
合同な図形/10月

作品観賞 4～3
プログラミングによる

問題の解決
4～7
1～3

幼児の生活と家族 9～2 校外学習 文化祭

C

武家政権の展開と世界の動き
（第４節、第５節）/4月

近代国家の歩みと国際社会（第
１節～第５節）/1月

「交通事故の現状と
原因」

「交通事故の防止」

１０
～１
１

情報セキュリティ、
情報モラル

4～7 体育大会

走れメロス/1月 1月

武家政権の展開と世界の動き
（第４節、第５節）/4月

近代国家の歩みと国際社会（第
１節～第５節）/1月

「犯罪被害の防止」 2
エネルギー変換の技
術による問題の解決

9～12

PROGRAM 4　Leave
Only Footprints

9月

適切な根拠を選んで書こう
/10月

武家政権の展開と世界の動き
（第４節、第５節）/4月

近代国家の歩みと国際社会（第
１節～第５節）/1月

「自然災害に備えて」 2
エネルギー変換の技
術による問題の解決

9～12 幼児の生活と家族 9～2

PROGRAM  5　Work
Experience/10月

PROGRAM 6　High-Tech
Nature/11月

６月 職場体験

情報を整理して伝えよう 6月

さまざまな化学変化/5月
大気の動きと日本の四季/12

月
電流の正体/2月

エネルギー変換の技
術による問題の解決

9～12 幼児の生活と家族 9～2
PROGRAM  5　Work

Experience
１０
月.

職場体験

字のない葉書/9月
走れメロス/1月

「水の役割と飲料水
の確保」

「生活排水の処理」
「ごみの処理」

「環境の汚染と保全」

１０
～１
１

幼児の生活と家族 9～2

立場を尊重して話し合おう
/12月

描写を工夫して書こう/1月

リズムゲーム、リズムアンサンブル、リズ
ムチャレンジ

My Melody/5月
リコーダー LESSON２、３/7月

「アイーダ」から
指揮をしてみよう！/10月

歌舞伎「勧進帳」
長唄「勧進帳」から

集団行動、球技

４～
６

９～
１０

幼児の生活と家族 9～2

PROGRAM 4　Leave
Only Footprints/9月

Reading 3　Apollo 13/3
月

体育大会
文化祭

お別れ集会

漢詩の風景/11月
11月

武家政権の展開と世界の動
き（第４節、第５節）/4月

近代国家の歩みと国際社会
（第１節～第５節）/1月

夏の思い出
荒城の月

サンタ ルチア
My Voice!/9月 伝統工芸 7

エネルギー変換の技
術による問題の解決

9～12
地域の食文化

幼児の生活と家族
6～7
9～2

枕草子/5月
短歌に親しむ/6月
短歌を味わう/6月
平家物語/11月

扇の的――「平家物語」から　/11月
仁和寺にある法師――「徒然草」から/11

月

武家政権の展開と世界の動
き（第４節、第５節）/4月

近代国家の歩みと国際社会
（第１節～第５節）/1月

夏の思い出
荒城の月

サンタ ルチア
My Voice!/9月

歌い継ごう　日本の歌/11月
歌舞伎「勧進帳」

長唄「勧進帳」から
「寄せの合方」によるリズムアンサンブル

日本の美術
６，１
１，２

柔道
２～
３

エネルギー変換の技
術による問題の解決

9～12
地域の食文化

幼児の生活と家族
6～7
9～2

PROGRAM 3　Taste of
Culture/6月

Our Project 5　日本のお
勧めスポットを紹介しよう

/12月
漢詩の風景/11月

「自分らしさ」を認め合う社会
へ/12月

武家政権の展開と世界の動
き（第４節、第５節）/4月

近代国家の歩みと国際社会
（第１節～第５節）/1月

世界の諸民族の音楽
1月 あの日を忘れない 4

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3

PROGRAM 2 Koshien Project in Africa/5
月
PROGRAM 3 Taste of Culture/6月
PROGRAM 4 Leave Only Footprints/9月
Reading 2 Friendship beyond Time and
Borders/12月
PROGRAM 8 A Hope for Lasting Peace/2
月

D
生物の体をつくるもの/6月

植物の体のつくりとはたらき/7
月

動物の体のつくりとはたらき/9
月

動物の行動のしくみ/10月

「応急手当の意義と
基本」

「きずの手当」
2 幼児の生活と家族 9～2

PROGRAM 8　A
Hope for Lasting

Peace/2月

２月

日本の地域的特色/6月
日本の諸地域/7月

生物の体をつくるもの/6月
植物の体のつくりとはたらき/7

月
地球をとり巻く大気のようす/10

月
大気中の水の変化/11月

天気の変化と大気の動き/11月
大気の動きと日本の四季/12月

夏の思い出
荒城の月

サンタ ルチア
My Voice!/9月

歌い継ごう　日本の歌/11月

枕草子/5月
クマゼミ増加の原因を探る/5月

短歌に親しむ/6月
短歌を味わう/6月

モアイは語る――地球の未来
/10月

漢詩の風景/11月

幼児の生活と家族 9～2

PROGRAM 4　Leave Only Footprints/9月
PROGRAM 6　High-Tech Nature/11月

PROGRAM  7　Unique Animals/1月
Our Project 6　My Heroの魅力を伝えよう

/3月

天気の変化と大気の動き 11月

フーガ ト短調/6月
夏の思い出
荒城の月

サンタ ルチア
My Voice!/9月
「アイーダ」から

指揮をしてみよう！/10月
歌い継ごう　日本の歌/11月

歌舞伎「勧進帳」
「寄せの合方」によるリズムアン

サンブル/12月
世界の諸民族の音楽/1月

見えないだけ/4月
アイスプラネット/4月

枕草子/5月
短歌に親しむ/6月
短歌を味わう/6月

言葉の力/6月
月夜の浜辺/11月
漢詩の風景/11月

君は「最後の晩餐」を知っているか/12月

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 幼児の生活と家族 9～2

心通う合唱 2月

言葉の力/6月
漢詩の風景/11月
走れメロス/1月

エネルギー変換の技
術

プログラミングによる
問題の解決

4～3 幼児の生活と家族 9～2
Reading 1　The
Three Dolls/7月 7月

国語 月 社会 月 数学 月 理科 月 音楽 月 美術 月 保健体育 月 技術 月 家庭 月 英語 月 総合的な学習 月 学級活動 月 学校行事 月 特別活動 月

家族愛、
家庭生活の充実

よりより学校生活、
集団生活の充実

郷土の伝統と文化の
尊重、郷土を愛する

態度

我が国の伝統と文化
の

尊重、国を愛する態
度

国際理解、国際貢献

真理の探究、創造

思いやり、感謝

礼儀

友情、信頼

相互理解、寛容

主として人との関わりに関すること

主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

生命の尊さ

自然愛護

よりよく生きる喜び

感動、畏敬の念

主として集団や社会との関わりに関すること

遵法精神、公徳心

公正、公平、社会正
義

社会参画、
公共の精神

勤労

希望と勇気、
克己と強い意志

主として自分自身に関すること

自主、自律、
自由と責任

節度、節制

向上心、個性の伸長

道徳教育の重点目標
◇法やきまりの意義を理解し、思いやりの心を持ち、他者の立場を尊重しながら、協力しあえる人間関係をつくる。◇自分自身の役割や責任を果たし、集団の向上を目指すとともに、自己の資質・能力の向上に努める。◇理想を求め、目標を持って努力し、困難や失敗を乗りこえて着実に

学年の重点目標

◇勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神を育てる。◇自分自身の役割や責任を果たし、集団の向上を目指すとともに、自己の資質・能力の向上に努める。◇正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のないより良い社会の実現に尽くすように努める。
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中学校　第３学年　道徳教育全体計画の別葉

国語 月 社会 月 数学 月 理科 月 音楽 月 美術 月 保健体育 月 技術 月 家庭 月 英語 月 総合的な学習 月 学級活動 月 学校行事 月 特別活動 月

A
説得力のある構成を考えよう/5月
論理の展開を意識して書こう/6月
実用的な文章を読もう/7月
報道文を比較して読もう/7月
「私の一冊」を探しにいこう/7月
複数の意見を読んで、考えよう――正解が
一つに決まらない課題と向き合う/10月
考えを効果的に伝えよう/10月

国民主権と日本の政治/10
月

市場のはたらきと経済/12月
私たちの課題/2月

統合的な問題の解決 4～3
金銭の管理と購入

消費者の権利と責任
4～3 進路学習

実用的な文章を読も
う 7月

市場のはたらきと経済/12月
私たちの課題/2月 自然と人間

1
2
3

校歌 4
「食生活と健康」

「生活習慣病とその
予防」

5 統合的な問題の解決 4～3
金銭の管理と購入

消費者の権利と責任
4～3

学びて時に之を習ふ――「論語」から/5月
言葉の釣り糸を垂らす/6月
読書を楽しむ/7月
古典名作選/12月
わたしを束ねないで/1月
三年間の歩みを振り返ろう/2月

リコーダー LESSON４/5月
My Melody/7月

ふるさと/指揮をしてみよう！/千の風になっ
て/9月

Let's Create!/10月
クラッピング ラプソディ 第１番/11月

謡「敦盛」から/1月
音楽の学びを振り返ろう/3月

体力テスト、球技
水泳、陸上競技

４～
７

９～
２

統合的な問題の解決 4～3
Coffee break

パラリンピック、ここに
注目

7月

古典名作選/12月
三年間の歩みを振り返
ろう/2月

旅立ちの日に
２～
３

持久走 1 統合的な問題の解決 4～3
Reading2

Malala's voice for the
future

12月 進路学習

説得力のある構成を考えよう/5月
学びて時に之を習ふ――「論語」から/5月
作られた「物語」を超えて/5月
論理の展開を意識して書こう/6月
報道文を比較して読もう/7月

私たちの課題 2月

多項式の計算/4月
因数分解/5月

式の計算の利用/5月
平方根/5月

根号をふくむ式の計算/6月
平方根の利用/6月

２次方程式とその解き方/6月
２次方程式の利用/7月

運動とエネルギー
9
10
11

My Melody/7月
Let's Create!/10月

クラッピング ラプソディ 第
１番/11月

ダンス
２～
３

統合的な問題の解決 4～3
金銭の管理と購入

消費者の権利と責任
4～3

B
握手/4月
学びて時に之を習ふ―
―「論語」から/5月
温かいスープ/1月

生命の連続性
6
7
9

柔道 2～3 統合的な問題の解決 4～3 卒業式

柔道 2～3 統合的な問題の解決 4～3 修学旅行

学びて時に之を習ふ――「論語」から/5月
故郷/9月
初恋/10月

心通う合唱
歌い継ごう　日本の歌 3月 球技

９～
１２

統合的な問題の解決 4～3
体育大会
文化祭

球技大会

学びて時に之を習ふ――「論語」
から/5月
作られた「物語」を超えて/5月
聞き上手になろう/9月
それでも、言葉を/12月
合意形成に向けて話し合おう/12月

私たちが生きる現代社会/7月
現代社会の見方・考え方/9月
現代の国際社会と課題/1月

式の計算の利用/5月
根号をふくむ式の計算/6月

平方根の利用/6月
２次方程式の利用/7月

いろいろな関数の利用/10月
相似な図形/10月

三平方の定理の利用/1月

作品鑑賞 4～3 スポーツの多様性
１～
３

統合的な問題の解決 4～3
Sign Languages Not

Just Gesturees
9月 進路学習 文化祭

C
二度の世界大戦と日本/4月
現在に続く日本と世界/6月

現代社会の見方・考え方/9月
個人の尊重と日本国憲法/9月
国民主権と日本の政治/10月
市場のはたらきと経済/12月
現代の国際社会と課題/1月

+H16:H17

科学技術と人間
1
2
3

Hey Jude/ルールを守って
音楽を楽しもう！/生活や社

会の中の音や音楽/2月
統合的な問題の解決 4～3

金銭の管理と購入
消費者の権利と責任

4～3 修学旅行 体育大会

二度の世界大戦と日本/4月
現在に続く日本と世界/6月

現代社会の見方・考え方/9月
個人の尊重と日本国憲法/9月
国民主権と日本の政治/10月
国民の生活と政府の役割/1月
現代の国際社会と課題/1月

科学技術と人間
1
2
3

文化としてのスポー
ツ

１～
３

統合的な問題の解決 4～3
金銭の管理と購入

消費者の権利と責任
4～3

複数の意見を読んで、考えよう――正解が
一つに決まらない課題と向き合う/10月

考えを効果的に伝えよう/10月

近代国家の歩みと国際社会（第６節）/4月
二度の世界大戦と日本/4月
現在に続く日本と世界/6月

これからの社会をどんな社会にしたい？/7
月

私たちが生きる現代社会/7月
現代社会の見方・考え方/9月
個人の尊重と日本国憲法/9月

科学技術と人間
1
2
3

ブルタバ（モルダウ）/社会を
映し出す音楽 6月

スポーツの意義や効
果と学び方や安全な

行い方
１～3 統合的な問題の解決 4～3

金銭の管理と購入
消費者の権利と責任

4～3

市場のはたらきと経
済 12月 科学技術と人間

1
2
3

Hey Jude/ルールを守って音楽を楽しもう！
/生活や社会の中の音や音楽/2月 統合的な問題の解決 4～3

金銭の管理と購入
消費者の権利と責任

4～3

君待つと――万葉・
古今・新古今 11月

現代社会の見方・考
え方

9月 生命の連続性
6
7
9

金銭の管理と購入
消費者の権利と責任

4～3

握手/4月
合意形成に向けて話し合おう/12
月
三年間の歩みを振り返ろう/2月

標本調査 1月 科学技術と人間
1
2
3

リコーダー LESSON４/5月
ふるさと/指揮をしてみよう！/千の風になっ

て/9月
Let's Create!/10月

心通う合唱
歌い継ごう　日本の歌/3月

集団行動
球技

４～
５

１０
～１
２

体育大会
文化祭

故郷
9月

近代国家の歩みと国際社会（第６節）/4月
二度の世界大戦と日本/4月

私たちが生きる現代社会/7月
国民主権と日本の政治/10月

２次方程式とその解
き方/6月

２次方程式の利用/7
月

自然と人間
1
2
3

ふるさと/指揮をしてみよう！/千の風になっ
て/9月

心通う合唱
歌い継ごう　日本の歌/3月

統合的な問題の解決 4～3
金銭の管理と購入

消費者の権利と責任
4～3

Japanese Beentos
Are Interesting.

4月 修学旅行

俳句の可能性/6月
俳句を味わう/6月
語彙を豊かに/6月
初恋/10月
和歌の世界/10月
古今和歌集 仮名序/11月
君待つと――万葉・古今・新古今/11月
夏草――「おくのほそ道」から/11月

近代国家の歩みと国際社会（第６節）/4月
二度の世界大戦と日本/4月
現在に続く日本と世界/6月

私たちが生きる現代社会/7月
個人の尊重と日本国憲法/9月

自然と人間
1
2
3

花/花の街/My Voice! /4月
ブルタバ（モルダウ）/社会を映し出す音楽

/6月
能「敦盛」/「中之舞」に挑戦しよう/伝統音

楽の魅力を見つけよう/12月
謡「敦盛」から/1月

ポピュラー音楽のジャンル（海外編）/ポピュ
ラー音楽のジャンル（日本編）/1月

柔道 2～3 統合的な問題の解決 4～3
金銭の管理と購入

消費者の権利と責任
4～3 修学旅行

学びて時に之を習ふ――「論語」から/5月
挨拶――原爆の写真によせて/9月
本は世界への扉/12月
温かいスープ/1月

近代国家の歩みと国際社会（第６節）/4月
二度の世界大戦と日本/4月
現在に続く日本と世界/6月

これからの社会をどんな社会にしたい？/7
月

私たちが生きる現代社会/7月
個人の尊重と日本国憲法/9月
現代の国際社会と課題/1月

地球と私たちの未来
のために

12
1

ポピュラー音楽のジャンル（海外編）/ポピュ
ラー音楽のジャンル（日本編）/1月

Hey Jude/ルールを守って音楽を楽しもう！
/生活や社会の中の音や音楽/2月

西洋の美術
６，１

１
文化としてのスポー

ツ
１～
３

Further Reading
Nakamura Tetsu

1月 修学旅行

D

挨拶――原爆の写真に
よせて/9月 個人の尊重と日本国憲法 9月 生命の連続性

6
7
9

「感染症とその予防」
「性感染症とその予

防/エイズ」
1

金銭の管理と購入
消費者の権利と責任

4～3
Reading1

The Meaning of Life
7月 修学旅行

世界はうつくしいと/4月
作られた「物語」を超えて/5月

俳句の可能性/6月
俳句を味わう/6月

報道文を比較して読もう/7月
複数の意見を読んで、考えよう――正解が

一つに決まらない課題と向き合う/10月
君待つと――万葉・古今・新古今/11月

これからの社会をどんな社会に
したい？/7月

私たちが生きる現代社会/7月
国民の生活と政府の役割/1月
現代の国際社会と課題/1月

5 自然と人間
1
2
3

花/花の街/My Voice! 4月 統合的な問題の解決 4～3
金銭の管理と購入

消費者の権利と責任
4～3

The Great　Pacific
Garbage Patch

11月

世界はうつくしいと/4月
俳句の可能性/6月
俳句を味わう/6月

古今和歌集 仮名序/11月
君待つと――万葉・古今・新古今/11月

夏草――「おくのほそ道」から/11月
古典名作選/12月

アラスカとの出会い/1月

自然と人間
1
2
3

花/花の街/My Voice! /4月
ブルタバ（モルダウ）/社会を

映し出す音楽/6月
能「敦盛」/「中之舞」に挑戦
しよう/伝統音楽の魅力を見

つけよう/12月

統合的な問題の解決 4～3 修学旅行

地球と宇宙
12
1

心通う合唱
歌い継ごう　日本の歌 3月

「喫煙と健康」「飲酒
と健康」

「薬物乱用と健康」
11 統合的な問題の解決 4～3

金銭の管理と購入
消費者の権利と責任

4～3

国語 月 社会 月 数学 月 理科 月 音楽 月 美術 月 保健体育 月 技術 月 家庭 月 英語 月 総合的な学習 月 学級活動 月 学校行事 月 特別活動 月

家族愛、
家庭生活の充実

よりより学校生活、
集団生活の充実

郷土の伝統と文化の
尊重、郷土を愛する態度

我が国の伝統と文化の
尊重、国を愛する態度

国際理解、国際貢献

真理の探究、創造

思いやり、感謝

礼儀

友情、信頼

相互理解、寛容

主として人との関わりに関すること

se

生命の尊さ

自然愛護

感動、畏敬の念

よりよく生きる喜び

主として集団や社会との関わりに関すること

遵法精神、公徳心

公正、公平、社会正義

社会参画、
公共の精神

勤労

希望と勇気、
克己と強い意志

主として自分自身に関すること

自主、自律、
自由と責任

節度、節制

向上心、個性の伸長

道徳教育の重点目標
◇法やきまりの意義を理解し、思いやりの心を持ち、他者の立場を尊重しながら、協力しあえる人間関係をつくる。◇自分自身の役割や責任を果たし、集団の向上を目指すとともに、自己の資質・能力の向上に努める。◇理想を求め、目標を持って努力し、困難や失敗を乗りこえて着実に

学年の重点目標

◇理想を求め、目標を持って努力し、困難や失敗を乗りこえて着実にやり遂げる態度を養う。◇生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する心を育てる。◇集団生活の秩序と規律を高め、互いに高め合える集団をつくるよう努める。
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総合的な学習の時間 

この時間の見方・考え方および指導の重点 
 
 
 

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して，広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え，実社会・実生活の

課題を探究し，自己の生き方を問い続けること 

 

この時間に取り組む内容 

テーマ「共生」 共に生きる仲間を大切にし、教科の学習との連携・地域の人々との連携を深める。 

 
 

１年生 

実生活の課題の解決には知識と技

能が必要であることを知る。 

２年生 

共生をめざして、実社会の中から問い

を見いだし、解決することができる。 

３年生 

共生をめざして、社会に参画するた

め、探究的な学習に主体的・協働

的に取り組むことができる。 

 

この教科の学習目標 （評価の観点） 
①知識・技能  ②思考･判断･表現  ③主体的に学習に取り組む態度 
 
 
 
 
 

課題の解決に必要な知識及び

技能を身に付け，課題に関わる

概念を形成する。 

  実社会や実生活の中から問い

を見いだし，自分で課題を立て，

情報を集め，整理・分析して，ま

とめ・表現することができる。 

  主体的・協働的に取り組むととも

に，互いのよさを生かしながら，

積極的に社会に参画しようとす

る態度を養う。 

 

各学年の取り組み内容 
1 年生（50）  2 年生（70）  3 年生（70） 

 
 
 
 
 

1 学期（20） 

「あたらしい仲間と協力できるか

な」 
・宿泊学習を通して、主体的・協

働的に課題が解決できる方法に

ついて探り究める。 
 
 
 
2 学期（20） 

「ふるさとの文化を探究しよう」 
・実社会や実生活の中から問い

を見いだすため、地元の文化財

の見学をする。ふるさとのこれか

らの姿について課題を立て、情

報を整理・分析して提言をまと

める。 
 
3 学期（10） 

「家族について探究しよう」 
・ゲストティーチャーを招聘し、

体験を聞き、感想を交流し、自

分にできることを考え発表する。 

  1 学期（28） 

「異なる文化を探究しよう」 
・課題の解決に必要な知識及

び技能を身に付ける。コリアタウ

ンでのフィールドワークを通し

て、異文化共生の課題に関わ

る概念を形成する。 
 
2 学期（28） 

「社会生活を探究しよう」 
・実社会や実生活の中から問

いを見いだすため、職場体験を

する。これからの社会の姿につ

いて課題を立て，情報を整理・

分析して提言をまとめ、発表す

る。 
 
3 学期（14） 

「キャリアについて探究しよう」 
・互いのよさを生かし，積極的

に社会に参画するために必要

な知識及び技能、態度につい

てできることを考え発表する。 

  1 学期（28） 

「平和について探究しよう」 
・広島平和公園周辺でのフィー

ルドワークを通して、平和に関

する諸問題に関わる概念を形

成し、課題を立て，情報を集

め，整理・分析して提言をまと

め、発表する。 
 
2 学期（28） 

「進路について探究しよう」 
・社会に参画するため、自らの

卒業後の進路について主体的

に情報を集め，整理・分析し，

方向性を決定する。 
 
3 学期（14） 
「これからの人生について探究

しよう」 
・互いのよさを生かし，積極的

に社会に参画することについて

探り求める。 
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